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岐阜県白川村で毎年夏に行
われる成人式。長い風雪を
耐えてきた合掌の家々か
ら、村の将来を担う若者達
が三々五々と集まってく
る。山々の深緑に女性の浴
衣姿が鮮やかに映える。白
川村の自立に向けた取組み
については８ページの
フォーラムをご覧ください。

2570号

真夏の成人式（岐阜県白川村）

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
『
昭
和
史
』
…
著
者

の
半
藤
一
利
さ
ん
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ

た
。「
あ
る
女
子
大
で
五
十
人
の
学
生
に

第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本
と
戦
争
を
し
な

か
っ
た
国
は
ど
こ
か
と
質
問
を
し
た
ら
、

そ
の
内
の
十
人
を
越
す
人
た
ち
が
、
ア
メ

リ
カ
と
答
え
、
驚
愕
し
た
」
と
。

　

そ
れ
を
伺
い
、
私
も
驚
い
た

が
「
仲
の
良
い
ア
メ
リ
カ
と
戦

争
な
ん
て
す
る
は
ず
が
な
い
」

と
少
女
た
ち
は
思
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
辿
っ

て
き
た
道
の
り
を
知
り
、
ど
う
今
後
に
生

か
し
て
い
く
か
…
。
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
を
若
い
人
た
ち
に
語
り
は
じ
め
た

と
こ
ろ
、
真
実
に
迫
る
筆
者
の
勢
い
は
老

若
男
女
の
心
を
捉
え
て
、
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
何
年
に
何
が
あ
っ
た
」と
古
代
史
や
中

世
史
の
年
号
を
覚
え
る
こ
と
は
す
る
の
だ

が
、
近
い
昭
和
史
を
知
ら
な
い
こ
と
が
実

際
あ
ま
り
に
も
多
い
事
を
改
め
て
知
ら
さ

れ
た
。
日
本
の
開
国
か
ら
、
人
々
は
一
丸

と
な
っ
て
近
代
国
家
を
目
指
す
と
い
う
機

軸
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
日
露

戦
争
の
勝
利
な
ど
に
酔
い
し
れ
た
り
、
つ

か
の
間
手
に
し
た
近
代
文
明
に
自
信
過
剰

と
な
り
、
次
の
戦
争
に
向
か
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
終
戦
の
あ
と
、
ま
た
人
々

は
一
丸
と
な
っ
て
平
和
と
経
済
を
大
事
に

突
き
進
ん
で
き
た
の
に
、
バ
ブ
ル
に
し
て

し
ま
う
愚
か
さ
…
。
人
間
と
は
何
か
、
日

本
と
は
？
…
『
昭
和
史
』
は
丁
寧
に
そ
の

心
を
語
っ
て
く
れ
る
。
今
、
誰
も
が
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
歴
史
を
知
る
だ

け
で
な
く
、
ど
う
捉
え
、
そ
の
中
か
ら
、

何
を
学
べ
る
か
…
。

　

国
民
的
熱
狂
や
少
数
団
エ
リ
ー
ト
に
振

り
回
さ
れ
ず
、
多
分
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
と

い
う
希
望
的
観
念
論
で
な
く
具
体
的
理
論

を
持
ち
、
国
際
社
会
の
中
で
の
日

本
の
立
場
を
見
つ
め
、
そ
の
場
そ

の
場
の
泥
縄
で
対
処
す
る
こ
と
な

く
、
ご
ま
か
し
の
な
い
方
策
…
を

と
る
こ
と
の
大
事
さ
を
、
か
つ
て

の
失
敗
か
ら
真
摯
に
学
ば
な
く
て
は
な
ら

な
い
…
。
そ
し
て
ど
う
す
べ
き
か
の
機
軸

を
持
つ
こ
と
の
大
事
さ
。
昭
和
を
知
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
成
功
と
失
敗
を
見
つ
め

る
と
、
歴
史
は
道
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

と
著
書
は
語
っ
て
い
る
。
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史
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Ｎ
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活 動

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福
岡
県
添
田
町
長
）
な
ど
地
方
六
団
体
が
、

地
方
自
治
法
の
規
定
（
２
６
３
条
の
３
）
に
基
づ
き
、
去
る
６
月
７
日
、
内
閣

に
提
出
し
た
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
に
対
す
る
回
答
が
、
７

月　

日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。
同
日
、
竹
中
平
蔵
総
務
大
臣
が
地
方
六
団
体

21
代
表
者
に
回
答
書
を
手
渡
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
青
木
國
太
郎
副
会
長
（
東
京

都
日
の
出
町
長
）
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
回
答
は
、
平
成
６
年
９
月
以
来　

年
ぶ
り
、
２
度
目
と
な
っ
た
地
方

12

六
団
体
か
ら
の
意
見
書
の
提
出
を
受
け
、
内
閣
と
し
て
の
取
り
組
み
方
針
を
示

し
た
も
の
。
内
容
は
、
関
係
法
令
の
一
括
し
た
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
国
と
地

方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
関
与
・
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
・
縮
小
、
税
源
移
譲
を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、

一
体
的
に
検
討
を
行
う－

と
し
て
い
る
。

　

地
方
六
団
体
は
、
こ
の
回
答
に
対
し
て
共
同
で
声
明
（
次
頁
に
掲
載
）
を
発

表
。
回
答
書
を
受
け
取
っ
た
後
の
記
者
会
見
で
、
麻
生
渡
全
国
知
事
会
長
（
福

岡
県
知
事
）
は
、
地
方
分
権
一
括
法
制
定
の
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
改
革
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
と
し
た
上
で
、
意
見
書
で
求
め
た
「
地
方
行
財
政
会
議
」
の

設
置
や
「
地
方
共
有
税
」
の
創
設
に
つ
い
て
の
明
確
な
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
と
述
べ
、
地
方
分
権
の
第
２
期
改
革
に
お
い
て
は
地
方
側
と
十

分
協
議
を
行
い
、
提
言
内
容
の
実
現
に
つ
い
て
内
閣
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
よ
う
求
め
た
。

　

内
閣
か
ら
の
回
答
書
及
び
回
答
書
に
対
す
る
地
方
六
団
体
の
共
同
声
明
は
次

頁
の
と
お
り
。

地
方
六
団
体
提
出
の
意
見
書
に
内
閣
が
回
答

地
方
六
団
体
提
出
の
意
見
書
に
内
閣
が
回
答

地
方
六
団
体
提
出
の
意
見
書
に
内
閣
が
回
答

分
権
改
革
一
括
法
制
定
の
方
向
、明
確
に

△竹中総務大臣（左端）から回答書を受け取る地方六団体代表。青木全国町村会副会長（右端）。
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活 動
　

地
方
分
権
は
、
国
、
地
方
を
通
じ
る

行
政
の
構
造
改
革
を
進
め
る
上
で
も
極

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、「
地
方
に

で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
の
方
針
の

下
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
推
進
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成　

年
６
月
７
日
付
け
で
申
出
の

１８

あ
っ
た
「
地
方
分
権
に
関
す
る
意
見
」

の
う
ち
、「
１
、
分
権
改
革
の
推
進
方
策

と
分
権
改
革
へ
の
地
方
の
参
画
」
に
関

し
て
は
、
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革

に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
（
平
成

　

年
７
月
７
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基

１８本
方
針
２
０
０
６
」
と
い
う
。）
に
お
い

て
、
地
方
分
権
に
向
け
て
、
関
係
法
令

の
一
括
し
た
見
直
し
等
に
よ
り
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
進
め
る

と
と
も
に
、
国
の
関
与
・
国
庫
補
助
負

担
金
の
廃
止
・
縮
小
等
を
図
る
こ
と
と

し
た
ほ
か
、
種
々
の
制
度
改
革
等
を
行

う
こ
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、

地
方
分
権
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
適

時
必
要
な
機
会
を
設
け
て
、
地
方
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

　
「
２
、
分
権
改
革
の
税
財
政
面
で
の

具
体
的
方
策
」
に
関
し
て
は
、
基
本
方

針
２
０
０
６
に
お
い
て
、
地
方
税
に
つ

い
て
は
、国
・
地
方
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、地
方
交
付
税
、国
庫
補
助
負
担

金
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
、
税
源
移
譲
を

含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
一
体
的
な
検
討
を
図
る
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
不
交
付
団
体
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
人
口　

万
人

２０

以
上
の
市
の
半
分
等
の
目
標
を
定
め

て
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し
な
い
不
交

付
団
体
の
増
加
を
目
指
す
こ
と
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
基
本
方
針
２
０
０
６
に
基
づ
く
歳

出
削
減
努
力
を
踏
ま
え
、
現
行
法
定
率

を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税

等（
一
般
会
計
ベ
ー
ス
）に
つ
い
て
、地

方
交
付
税
の
現
行
水
準
、地
方
の
財
政

収
支
の
状
況
、
国
の
一
般
会
計
予
算
の

状
況
、
地
方
財
源
不
足
に
係
る
最
近　
１０

年
間
ほ
ど
の
国
に
よ
る
対
応
等
を
踏
ま

え
、
適
切
に
対
処
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、地
方
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ

つ
つ
、
簡
素
な
新
し
い
基
準
に
よ
る
算

定
を
行
う
な
ど
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。国
庫
補
助
負

担
金
、
国
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。財
政
再
建
等

に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係

を
維
持
し
つ
つ
、国
・
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の

財
政
健
全
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
、地

方
歳
出
に
つ
い
て
は
、国
の
取
組
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
、
国
民
・
住
民
の
視
点
に

立
っ
て
、そ
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ

る
よ
う
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、再
建
法
制
等
も

適
切
に
見
直
す
と
と
も
に
、情
報
開
示

の
徹
底
、市
場
化
テ
ス
ト
の
促
進
等
に

つ
い
て
地
方
行
革
の
新
し
い
指
針
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

政
府
と
し
て
は
、
平
成　

年
度
ま
で

１８

の
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら

に
地
方
分
権
を
推
進
し
、
国
・
地
方
を

通
じ
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る
観
点
か

ら
、地
方
と
意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、今

後
と
も
、
真
に
地
方
の
自
立
と
責
任
を

確
立
す
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

　

本
日
、
総
務
大
臣
よ
り
、
地
方
六
団

体
が
去
る
６
月
７
日
に
提
出
し
た
「
地

方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
に

対
す
る
内
閣
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の

意
見
書
は
、　

年
ぶ
り
に
地
方
自
治
法

１２

に
基
づ
く
意
見
提
出
権
を
行
使
し
、
な

お
一
層
の
分
権
改
革
に
向
け
、
我
々
の

重
大
な
決
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
日
の
回
答
で
は
、
地
方
分
権
改
革

に
つ
い
て
一
括
法
制
定
の
方
向
が
明
確

に
さ
れ
た
。ま
た
、国
と
地
方
の
役
割
分

担
の
見
直
し
、
国
の
関
与
・
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
小
、
交
付
税
の
見

直
し
、
税
源
移
譲
を
含
め
た
税
源
配
分

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
一
体
的
に

改
革
す
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
地
方
行
財
政
会

議
」
の
設
置
や
「
地
方
共
有
税
」
等
に

つ
い
て
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。

　

地
方
分
権
改
革
に
終
り
は
な
い
。
今

後
、
地
方
分
権
の
第
二
期
改
革
に
向
け

て
、
そ
の
基
本
と
な
る
「
地
方
分
権
推

進
・
一
括
法
」
に
、
今
回
の
回
答
で
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
、
意
見

書
の
提
言
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
、
包
括

的
・
整
合
的
な
形
で
改
革
が
進
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
内
閣
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
整
備

し
、
我
々
と
十
分
協
議
を
行
い
、
改
革

が
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
意
見
書
で
提
言
し
て
い
る

「
地
方
行
財
政
会
議
」の
設
置
が
実
現
さ

れ
る
ま
で
の
間
、「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
に
つ
い
て
開
催
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

地
方
六
団
体
は
、
今
後
と
も
真
の
地

方
自
治
の
確
立
の
た
め
一
致
結
束
し
、

第
二
期
改
革
の
実
現
に
向
け
不
退
転
の

決
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟

で
あ
る
。

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」に
対
す
る

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」に
対
す
る

 

内
閣
の
回
答
に
つ
い
て（
声
明
）

内
閣
の
回
答
に
つ
い
て（
声
明
）

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」に
対
す
る

 

内
閣
の
回
答
に
つ
い
て（
声
明
）

地
方
六
団
体

全
国
知
事
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長

会
申
出
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
」
に
対
す
る
回
答
書
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▼
臨
時
債
合
計
で
は
６
・
５
％
減

　

普
通
交
付
税
総
額
の
内
訳
は
、
道
府

県
分
が
８
兆
４
、
５
２
５
億
円
（
前
年

度
比
６
・
６
％
減
）、
市
町
村
分
が
６
兆

５
、
０
０
２
億
円
（
同
４
・
９
％
減
）。

普
通
交
付
税
総
額
は
前
年
度
比
５
・
９

％
減
と
な
る
が
、
こ
れ
に
臨
時
財
政
対

策
債
（
赤
字
地
方
債
）
２
兆
９
、
０
７

２
億
円
（
同
９
・
８
％
減
）
を
加
え
る

と
、
総
額
は　

兆
８
、
１
４
５
億
円（
同

１８

６
・
５
％
減
）
と
な
る
。

　

算
定
基
礎
と
な
る
基
準
財
政
需
要
額

（
市
町
村
分
）
で
は
、「
投
資
」
が
３
兆

２
、
９
８
３
億
円
、
前
年
度
比　

・
６

１３

％
減
と
大
幅
に
減
少
、「
臨
時
財
政
対

策
債
振
替
額
」
も　

兆
６
７
８
億
円
、

１０

同　

・
４
％
減
少
す
る
一
方
、「
経
常
」

１０
は　

兆
７
、
０
４
３
億
円
、
同
２
・
９

１３
％
増
、「
公
債
費
等
」
も
１
兆
７
、
７
０

５
億
円
、
同
５
・
４
％
増
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
。
合
計
で
は　

兆
７
、
０
５
３
億

１７

円
、
同
０
・
５
％
増
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
、
基
準
財
政
収
入
額
は
好
調
な
税

収
な
ど
を
反
映
し
て　

兆
１
、
６
１
９

１１

億
円
、
同
３
・
４
％
増
加
。
こ
の
結
果
、

交
付
基
準
額
は
前
年
度
比
４
・
７
％
減

の
６
兆
５
、
４
３
４
億
円
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
基
準
財
政
需
要
額
の
主
な
増

要
因
（
市
町
村
分
）
は
、
①
生
活
保
護

費
②
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
負
担
金
・

児
童
手
当
国
庫
負
担
金
の
負
担
割
合
の

変
更
に
伴
う
社
会
福
祉
費
③
介
護
給
付

費
負
担
金
、
老
人
医
療
給
付
費
の
増
に

伴
う
高
齢
者
保
健
福
祉
費－

な
ど
。
減

要
因
で
は
、
投
資
的
経
費
が
あ
る
。
一

方
、
基
準
財
政
収
入
額
で
は
、
固
定
資

産
税（
家
屋
）が
減
少
し
た
も
の
の
、
市

町
村
住
民
税
所
得
割
・
同
法
人
税
割
や

所
得
譲
与
税
、
児
童
手
当
特
例
交
付
金

不交付団体が人口比で不交付団体が人口比で25.925.9％に％に
―総額は総額は5.95.9％減の％減の1414兆9,5279,527億円億円―

20062006年度普通交付税大綱を決定年度普通交付税大綱を決定20062006年度普通交付税大綱を決定年度普通交付税大綱を決定

不交付団体が人口比で25.9％に
―総額は5.9％減の14兆9,527億円―

な
ど
が
主
な
増
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
へ
の
対
応
と

し
て
、
財
政
力
格
差
が
拡
大
し
な
い
よ

う
①
税
源
移
譲
に
結
び
つ
く
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
分
の
全
額
を
基
準
財
政
需

要
額
に
算
入
②
所
得
譲
与
税
（
３
兆　
９４

億
円
）
を
基
準
財
政
需
要
額
に
１
０
０

％
算
入－

し
た
。
さ
ら
に
、
行
革
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
算
定
を
１
、
１
５
０
億
円

（
前
年
度
５
０
０
億
円
）
に
拡
大
し
た
。

具
体
的
に
は
、
引
き
続
き
歳
出
削
減
と

徴
税
の
取
組
み
強
化
に
伴
い
増
加
す
る

経
費
の
算
定
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
行
革
努
力
に
よ
る
地
域
振
興
へ

の
取
組
み
強
化
に
伴
い
増
加
す
る
地
域

振
興
関
係
経
費
約
６
５
０
億
円
を
算
定

し
た
。
う
ち
、
条
件
不
利
地
域
市
町
村

の
さ
ら
な
る
割
り
増
し
も
約
１
５
０
億

円
算
定
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
算
定

の
簡
素
化
と
し
て
都
道
府
県
分
の
補
正

係
数
に
つ
い
て
道
路
橋
り
ょ
う
費
の
種

別
補
正
な
ど
を
廃
止
、
市
町
村
分
の
補

正
係
数
で
も
普
通
態
容
補
正
等
を
見
直

し
し
た
。

▼
愛
知
県
、
群
馬
県
上
野
村
な
ど
が

不
交
付
団
体
に

　

こ
の
結
果
、
不
交
付
団
体
は
前
年
度

よ
り　

団
体
増
の
合
計
１
７
１
団
体
に

２４

増
え
た
。
ま
た
、
不
交
付
団
体
（
市
町

村
）
の
人
口
割
合
も
前
年
度
の　

・
４

１８

％
か
ら　

・
９
％
に
上
昇
し
た
。
人
口

２５

　

万
人
以
上
都
市
の
不
交
付
団
体
の
割

２０

　

竹
中
平
蔵
総
務
相
は
、
７
月　

日
の
閣
議
に
２
０
０
６
年
度
の
普

25

通
交
付
税
大
綱
を
報
告
し
た
。
総
額
は
前
年
度
比
５
・
９
％
減
の　
14

兆
９
、
５
２
７
億
円
と
な
っ
た
が
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
税
源
移

譲
や
好
調
な
税
収
増
を
反
映
し
て
不
交
付
団
体
が
前
年
度
比　

団
体

24

増
の
２
都
県
・
１
６
９
市
町
村
に
増
え
た
。
う
ち
町
村
も　

団
体
あ

61

る
。
な
お
、
総
務
省
で
は
交
付
税
大
綱
の
作
成
を
終
え
た
こ
と
か

ら
、「
新
型
交
付
税
」
の
来
年
度
導
入
に
向
け
て
本
格
的
な
制
度
設
計

作
業
に
着
手
、
来
月
に
も
そ
の
概
要
を
示
す
方
針
だ
。
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合
も　

・
５
％
（
前
年
度　

・
１
％
）

２９

２１

に
上
昇
し
た
。

　

う
ち
、
都
道
府
県
で
は
東
京
都
の
ほ

か
、
新
た
に
愛
知
県
が　

年
ぶ
り
に
不

１４

交
付
団
体
に
な
っ
た
。
ま
た
、
政
令
指

定
都
市
で
は
、
さ
い
た
ま
市
、
千
葉
市
、

名
古
屋
市
が
新
た
に
不
交
付
団
体
と
な

り
、
川
崎
市
と
加
え
て
合
計
４
団
体
と

な
っ
た
。
中
核
市
で
は
、
新
た
に
川
越

市
、
船
橋
市
、
豊
橋
市
が
不
交
付
団
体

に
加
わ
り
合
計
７
団
体
（
交
付
団
体
は

　

団
体
）
に
、
特
例
市
で
は
新
た
に
川

２９口
市
と
四
日
市
市
が
不
交
付
団
体
に
加

わ
り
合
計　

団
体
（
交
付
団
体
は　

団

１３

２６

体
）
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
町
村
で
新
た
に
不
交
付
団
体

と
な
っ
た
の
は
、
青
森
県
東
通
村
、
群

馬
県
上
野
村
、
福
井
県
お
お
い
町
、
長

野
県
南
相
木
村
、
静
岡
県
清
水
町
、
岐

阜
県
岐
南
町
、
鳥
取
県
日
吉
津
村
、
山

口
県
和
木
町
の
８
団
体
。
こ
の
ほ
か
、

　

町
村
が
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い

５３る
。
な
お
、
前
年
度
不
交
付
団
体
だ
っ

た
宮
城
県
富
谷
町
、
福
島
県
新
地
町
、

茨
城
県
阿
見
町
、
京
都
府
大
山
崎
町
、

熊
本
県
苓
北
町
は
交
付
団
体
に
移
っ
て

い
る
。

▼
総
額
確
保
も
課
題
に

　

竹
中
総
務
相
は
、
交
付
税
大
綱
を
閣

議
報
告
し
た
後
の
閣
議
後
会
見
で
、

「
本
日
、
交
付
税
算
定
作
業
が
終
了
す

る
の
で
、
速
や
か
に
新
型
交
付
税
の
制

度
設
計
の
検
討
を
開
始
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
地

方
自
治
体
の
予
算
編
成
が
秋
か
ら
開
始

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
具
体

的
な
制
度
設
計
を
し
て
い
く
考
え
も
明

ら
か
に
し
た
。
総
務
省
で
は
来
月
に
も

基
本
的
な
制
度
設
計
を
示
す
も
の
と
み

ら
れ
る
。

　

総
務
省
が
六
月
に
各
自
治
体
に
通
知

し
た
「
事
務
連
絡
」
で
は
、「
新
型
交
付

税
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
国
の
義

務
付
け
が
な
い
部
分
を
対
象
に
導
入

し
、
そ
の
割
合
を
順
次
拡
大
し
３
年
間

で
５
兆
円
規
模
を
目
指
す
と
し
た
。
ま

た
、「
新
型
交
付
税
」
の
算
定
方
法
に
つ

い
て
、
①
人
口
規
模
や
土
地
の
利
用
形

態
等
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
差
を
適
切
に

反
映
し
、
十
分
な
経
過
措
置
を
講
じ
る

②
離
島
、
過
疎
な
ど
真
に
配
慮
が
必
要

な
地
方
公
共
団
体
に
対
応
す
る
仕
組
み

を
確
保
す
る－

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
口
・
面
積
を
基
本
に
算

定
す
る
「
新
型
交
付
税
」
の
算
定
方
式

は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
需
要
を
積
み
上

げ
る
方
式
と
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
各

団
体
に
よ
り
配
分
に
損
得
が
出
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
自
治
体
に
は
警
戒

感
が
強
い
。
現
に
、
あ
る
県
の
独
自
試

算
で
も
か
な
り
の
道
府
県
で
交
付
税
総

額
が
減
少
す
る
結
果
が
出
て
い
る
。

　

一
方
、「
骨
太
方
針　

」
に
は
、「
国
・

０６

地
方
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
つ
つ
、

財
政
再
建
を
進
め
る
」「
地
方
に
つ
い
て

は
、
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
抑
制
ペ
ー

ス
を
基
本
と
し
て
歳
出
削
減
を
行
い
つ

つ
、
歳
入
面
で
は
一
般
財
源
総
額
の
所

要
総
額
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
そ
の
上
で
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
「
適
切
に
対
処
す
る
」
と
さ
れ
た
。

　

全
国
町
村
会
（
会
長
・
山
本
文
男
福

岡
県
添
田
町
長
）
は
、
こ
の
た
び
「
平

成　

年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る
被
災
町
村

１８
の
災
害
復
旧
の
た
め
の
財
政
措
置
等
を

求
め
る
緊
急
要
望
を
決
定
し
た
。
要
望

事
項
実
現
の
た
め
、
８
月
４
日
、
本
田

恭
一
副
会
長
（
島
根
県
斐
川
町
長
）
が

代
表
し
て
、
関
係
先
に
要
請
活
動
を

行
っ
た
。

平
成　

年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災

１８

害
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要
望

　
「
平
成　

年
７
月
豪
雨
」
は
、
梅
雨
前

１８

線
の
活
発
な
活
動
に
よ
り
、
九
州
か
ら

東
北
の
広
範
に
わ
た
る
地
域
に
お
い
て

記
録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。
特
に

長
野
県
・
島
根
県
・
鹿
児
島
県
を
中
心

に
土
砂
及
び
崖
崩
れ
等
に
よ
り
、
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
た
ほ
か
、
家
屋
及
び
道

路
等
地
域
交
通
の
損
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
農
林
水
産
業
等
に
甚
大
な
る
被
害

を
も
た
ら
し
、
住
民
生
活
に
重
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

被
災
町
村
に
お
い
て
は
、
復
旧
作
業

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、復
旧
に
は
多
大
の
費
用
を
要
し
、

被
災
町
村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
は
被
災
地
域
を
激
甚
災

害
法
及
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
等

に
基
づ
く
、
指
定
を
早
急
に
行
う
と
と

も
に
、
災
害
復
旧
に
か
か
る
地
方
負
担

の
増
嵩
に
対
し
て
特
別
交
付
税
等
に
よ

る
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
な
ど
、
万

全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

平
成
18
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
で
緊
急
要
望

全
国
町
村
会

平
成
18
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
で
緊
急
要
望

松
田
総
務
事
務
次
官（
左
）と
本
田
副
会
長
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結
局
、
年
末
に
向
け
て
財
務
省
・
総

務
省
が
地
方
財
政
対
策
で
今
後
５
年
間

の
地
方
財
政
の
姿
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
だ
。
そ
の
際
、
地
方
歳
出

に
つ
い
て
は
、
国
と
同
様
の
歳
出
削
減

が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
財
務
省
は
引

き
続
き
地
方
財
政
計
画
の
抑
制
に
よ
る

地
方
交
付
税
総
額
の
圧
縮
を
図
る
方
針

だ
。
地
方
六
団
体
は
、「
新
型
交
付
税
」

に
よ
り
個
別
団
体
ご
と
に
大
き
な
影
響

が
出
な
い
よ
う
国
に
留
意
を
求
め
る
必

要
も
あ
る
が
、同
時
に
、そ
の
前
提
と
な

る
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
に
も
一
丸

と
な
っ
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

（
自
治
日
報
記
者　

井
田
正
夫
）

　
『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
（
財
）
東
京

市
政
調
査
会
の
発
行
す
る
月
刊
誌
『
都
市
問

題
』
の
特
集
な
ど
か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー

マ
を
選
び
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第　

回
は
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
ど
う

１４

す
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

１
、
テ
ー
マ

　
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
ど
う
す
る
の
か
」

２
、
日　

時

　

２
０
０
６
年
９
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

：

　

〜　

：

　

１３

３０

１６

３０

３
、
場　

所

　

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

階
ホ
ー
ル

１０

　
（
〒
１
０
０－

０
０
１
１

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
２－

２－

１
）

４
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
基
調
講
演
〉

小
林
道
雄
氏（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

陰
山
英
男
氏
（
立
命
館
小
学
校
副
校
長
、

立
命
館
大
学
教
授
）

川
上
佳
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ュ
ー
ス

タ
ー
ト
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
）

西
尾
理
弘
氏
（
出
雲
市
長
）

宗
像　

精
氏
（
会
津
藩
校
日
新
館
館
長
、

前
会
津
若
松
市
教
育
長
）

新
藤
宗
幸
氏
（
千
葉
大
学
教
授
）〈
司
会
〉

５
、
参
加
費：

無
料

６
、
参
加
申
込
み：

東
京
市
政
調
査
会

http://w
w
w
.tim
r.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（        
 
 
    
       
）

か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。　

７
、
申
込
期
限：

９
月
１
日
（
金
）

※
満
席
と
な
り
し
だ
い
締
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉
東
京
市
政
調
査
会　

研
究
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３－

３
５
９
１－

１
２
６
１

第
14
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

（
財
）東
京
市
政
調
査
会

平成18年度　普通交付税の算定結果について

○基準財政需要額、基準財政収入額、交付基準額（財源不足団体）

（単位：億円、％）

市　町　村　分道　府　県　分
区　　分

対前年度伸率平成18年度対前年度伸率平成18年度

2.9137,0436.6148,108経　　　常　a

基
準
財
政
需
要
額

△13.632,983△10.325,172投　　　資　b

5.417,7053.022,949公 債 費 等　c

△10.410,678△10.012,957臨時財政対策債振替額d

（△　0.2）
0.5　

（187,731）
177,053　

（　3.7）
4.8　

（196,229）
183,272　

計　a＋b＋c－d

3.4111,61915.798,298基準財政収入額

△　4.765,434△　6.484,974交 付 基 準 額

△　4.965,002△　6.684,525普 通 交 付 税 額

（注）　1　基準財政需要額欄の（　）書きは、臨時財政対策債に振替えた額を含めた場合の
計数である。

　2　平成18年度の財政不足団体について、対前年度伸率を算出している。なお、交付
基準額及び普通交付税額については、前年度の実績に対する伸び率である。

　3　交付基準額と普通交付税額との差は調整額である。
　4　普通交付税の総額は14兆9,527億円で、前年度に比し5.9％減となっている。
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市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
（
学
長
・
嶋
津　

昭
）
で
は
、
合
併
の
進
展
に
対
応
す
る
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
来
る
９
月　

日
、

２０

　

日
の
両
日
、「
市
町
村
合
併
後
の
課
題

２１解
決
セ
ミ
ナ
ー
」
を
下
記
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

合
併
に
関
わ
る
市
町
村
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
課
題
の
う
ち
、
と
り
わ
け
研
修

ニ
ー
ズ
の
高
い
「
合
併
後
の
市
町
村
行
政

の
課
題
」に
焦
点
を
絞
っ
て
、２
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
を
緊
急
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

合
併
後
の
職
場
で
業
務
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
方
や
、
今
後
の
合
併
を
控
え
、
新

し
い
自
治
体
の
あ
り
方
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
な
ど
、
多
く
の
市
町
村
職
員
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
講
演
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
９
月　

日
（
水
）

２０

　

：

　

〜　

：

　

１３

３０

１５

００

「　

世
紀
の
市
町
村
像
〜
合
併
後
の
自
治

２１体
運
営
〜
」

　

東
京
大
学
名
誉
教
授　
　

大
森　

彌
氏

　

：

　

〜　

：

　

１５

１５

１６

４５

「
合
併
後
の
住
民
自
治
」

　

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
教
授

昇　

秀
樹
氏

●
９
月　

日
（
木
）

２１

９：

　

〜　

：

　

３０

１２

０５

｣

「
事
例
紹
介 
（
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

－

合
併
後
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
等－

広
島
県
安
芸
高
田
市
自
治
振
興
部
自
治

振
興
課
長 

小
田　

忠
氏

－

合
併
後
の
行
財
政
改
革
等－

静
岡
県
浜
松
市
政
令
指
定
都
市
推
進
部

政
令
指
定
都
市
推
進
課
副
参
事
兼
課
長

補
佐 

田
中
文
雄
氏

　
：

　

〜　

：

　

１３

００

１４

２５

「
合
併
後
の
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
助
教
授

 

海
野
素
央
氏

※
講
演
テ
ー
マ
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
９
月
５
日
（
火
）
ま

で
に
、
次
の
方
法
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
参
加
費：

宿
泊
代
や
資
料
代
な
ど

を
含
め
１
人
７
、
７
０
０
円
）。

①
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
研
修
受
講
電
子
申
込
サ
イ
ト
」
か
ら

直
接
申
し
込
む
。

（
注
）・
電
子
申
込
の
際
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス

ワ
ー
ド
は
、
各
市
町
村
の
研
修
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
直
接
申
し
込
む（
参

加
申
込
書
は
、市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

【
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
部

〒
２
６
１－

０
０
２
５　

千
葉
市
美
浜
区
浜
田
１
の
１

電　

話
０
４
３－

２
７
６－

３
１
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３－

２
７
６－

８
４
８
４

※
同
研
修
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jam
p.gr.jp

　
        
 
 
    
       

※
本
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
（
講
義
内
容
・
講

師
紹
介
等
）
と
申
込
書
の
掲
載
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jam
p.gr.jp/tim

etable/

        
 
 
    
           
       

senryaku-top.htm

                

「「
市
町
村
合
併
後
の
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー

市
町
村
合
併
後
の
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」

「
市
町
村
の
課
題
」戦
略
セ
ミ
ナ
ー

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

「
市
町
村
合
併
後
の
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー

市
町
村
合
併
後
の
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

平成18年度　都道府県別算定結果（市町村分）

市　　町　　村　　分都　道
府　県 普通交付税額財源不足額基準財政収入額基準財政需要額

731,591734,889612,9841,347,873北海道
168,842169,565126,149295,714青 森
174,888175,651136,194311,846岩 手
169,165170,247271,950442,196宮 城
161,838162,503109,297271,800秋 田
128,190128,800120,791249,591山 形
168,758169,718222,977392,696福 島
121,229122,230287,971410,201茨 城
57,41157,932154,947212,879栃 木
91,18091,949222,170314,118群 馬
85,09986,455467,679554,134埼 玉
95,20396,187305,952402,139千 葉
26,77427,180138,923166,103東 京
28,69330,390663,049693,439神奈川
220,004221,203269,250490,453新 潟
72,23472,756140,429213,184富 山
94,21794,802144,117238,918石 川
48,54648,88690,170139,057福 井
69,35069,769101,452171,221山 梨
212,049213,202258,033471,235長 野
126,574127,497249,555377,051岐 阜
71,08371,971290,847362,818静 岡
43,61444,207198,111242,318愛 知
87,96288,548150,989239,537三 重
60,51961,006138,251199,258滋 賀
155,497156,694332,801489,495京 都
212,698215,9721,122,1511,338,123大 阪
287,279289,726710,6151,000,341兵 庫
92,94293,547153,510247,056奈 良
94,97695,481110,718206,199和歌山
73,19273,52161,193134,714鳥 取
125,294125,78775,873201,660島 根
146,689147,592242,430390,022岡 山
172,302173,612361,837535,449広 島
107,154107,812161,361269,174山 口
75,36975,74678,272154,018徳 島
62,58763,040122,345185,386香 川
130,429131,132156,419287,552愛 媛
115,976116,45378,839195,292高 知
309,051311,274597,413908,687福 岡
78,09378,49184,036162,527佐 賀
183,435184,220136,494320,714長 崎
190,700191,598175,370366,968熊 本
113,474114,079133,592247,671大 分
122,295122,864109,729232,594宮 崎
221,682222,638167,838390,475鹿児島
114,032114,598116,780231,378沖 縄
6,500,1606,543,42011,161,85517,705,275合 計

（注）1．市町村分については、財源不足団体分を記載している。
　　2．表示単位未満を四捨五入しているため、各都道府県の数

値の計と合計は一致しない。

（単位：百万円）
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フォーラム
　

１
、
村
の
概
要

　

急
峻
な
山
々
が
連
な
る
飛
騨
高
地
。

世
界
遺
産
の
合
掌
集
落
を
抱
く
岐
阜
県

白
川
村
は
、
そ
の
山
麓
を
縫
う
よ
う
に

流
れ
る
庄
川
流
域
に
広
が
る
山
村
だ
。

白
山
を
主
峰
と
す
る
両
白
山
地
が
石
川

県
と
の
境
を
な
し
、
北
は
人
形
山
に

よ
っ
て
富
山
県
に
接
す
る
、
日
本
有
数

の
豪
雪
地
帯
。
村
の
人
々
は
、
古
く
か

ら
雪
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で

き
た
。

　

総
面
積
３
５
６
・　

平
方
キ
ロ
の
う

５５

ち　

・
７
％
を
山
林
が
占
め
、
庄
川
沿

９５
い
の
わ
ず
か
な
平
地
に
点
在
す
る
集
落

に
、
現
在
約
１
９
０
０
人
が
暮
ら
す
。

昭
和　

年
に
始
ま
る
御
母
衣
ダ
ム
の
建

２６

設
工
事
は
、
村
に
一
時
的
な
人
口
増
加

を
も
た
ら
し
た
が
、
今
は
元
の
静
か
な

山
里
に
戻
っ
て
い
る
。

　

庄
川
流
域
に
広
が
る
白
川
郷
の
人
々

は
、
江
戸
期
以
来
、
主
に
火
薬
づ
く
り
、

木
材
、
生
糸
の
生
産
な
ど
で
生
計
を
た

て
て
い
た
。
現
在
の
合
掌
造
り
民
家

日
本
一
美
し
い
村
つ
く
ら
ま
い
か

日
本
一
美
し
い
村
つ
く
ら
ま
い
か

〜
合
掌
集
落
と
と
も
に
自
立
を
目
指
し
て
〜

〜
合
掌
集
落
と
と
も
に
自
立
を
目
指
し
て
〜

・

Ｎ

石川県

岐阜市

愛知県

長
野
県

富山県

・ 白
川
村

岐
阜
県

岐 
阜 
県　

白
川
村

白 
川 
村

現
地
レ
ポ
ー
ト

現
地
レ
ポ
ー
ト

町
村
独
自
の
地
域
振
興
事
例
紹
介

町
村
独
自
の
地
域
振
興
事
例
紹
介

合
掌
集
落
を
望
む
展
望
台
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は
、
元
禄
の
頃
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
た

蚕
に
よ
る
生
糸
生
産
が
生
み
出
し
た
も

の
だ
。

　

こ
の
、
古
く
か
ら
続
い
た
村
の
産
業

構
造
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
何
と

い
っ
て
も
平
成
７
年
の
世
界
遺
産
登
録

が
き
っ
か
け
だ
ろ
う
。
年
間　

万
人
前

６０

後
で
あ
っ
た
観
光
客
数
は
１
５
０
万
人

に
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、
観
光
関
連
の

施
設
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
村
の

経
済
の
仕
組
み
は
一
変
し
た
。
か
つ
て

主
要
産
業
だ
っ
た
農
林
業
は
大
幅
に
減

少
し
、
現
在
は
、
観
光
産
業
を
中
心
と

し
た
第
３
次
産
業
従
事
者
が
６
割
を
占

め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
客
数
の
増
加
は

村
の
雇
用
環
境
に
大
き
く
貢
献
す
る

が
、
新
た
な
課
題
も
生
ん
で
い
る
。
た

と
え
ば
、
農
林
業
の
衰
退
は
、
村
の
美

し
い
景
観
を
構
成
す
る
田
畑
や
森
林
の

荒
廃
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま

た
、
観
光
産
業
の
発
展
は
必
ず
し
も
通

年
就
労
の
場
の
確
保
に
は
つ
な
が
っ
て

お
ら
ず
、
安
定
し
た
収
入
の
確
保
、
若

者
の
村
内
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
地
場
産
業
の
振
興

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
課
題
を
抱
え
る
中

で
、
村
は
平
成
の
大
合
併
論
議
に
お
い

て
周
辺
市
町
村
と
の
合
併
を
断
念
、

「
自
立
」
の
道
を
選
択
し
た
。
以
下
、

「
日
本
一
美
し
い
村
」を
目
指
し
て
歩
み

始
め
た
白
川
村
の
取
り
組
み
を
追
っ
て

み
る
。

　

２
、
飛
騨
地
域
の

　
　
　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　

現
在
の
白
川
村
が
発
足
し
た
の
は
、

明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
。
白
川
郷　
４２

の
自
然
村
の
う
ち
、　

の
村
が
集
ま
っ

２３

て
誕
生
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
厳

し
い
自
然
条
件
や
地
理
的
条
件
、
ま
た

「
結
」に
代
表
さ
れ
る
強
い
連
帯
意
識
な

ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
白
川
村
は
近
隣

町
村
と
の
合
併
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
の
地
方
財
政
の
削
減
と
平

成
の
大
合
併
の
波
は
、
か
つ
て
秘
境
と

言
わ
れ
た
村
に
も
押
し
寄
せ
て
き
た
。

　

平
成　

年
５
月
、
高
山
市
と
大
野
郡

１４

お
よ
び
吉
城
郡
の　

市
町
村
か
ら
な
る

１５

「
飛
騨
地
域
合
併
推
進
協
議
会
」
が
発

足
。「
飛
騨
は
ひ
と
つ
」
を
合
い
言
葉

に
、
合
併
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

た
。
当
初
、
白
川
村
も
そ
の
一
員
と
し

て
協
議
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

村
で
は
、
独
自
に
「
白
川
村
広
域
合

併
研
究
会
」
を
設
置
。
高
山
市
を
中
心

に
一
市
二
郡
で
合
併
し
た
場
合
と
、
単

独
を
貫
く
場
合
と
を
比
較
検
討
し
、
平

成　

（
２
０
０
１
）
年
に
「
合
併
是
非

１３
論
展
開
表
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

合
併
し
た
場
合
の
面
積
は
３
２
２
９

平
方
キ
ロ
で
鳥
取
県
に
匹
敵
す
る
広
さ

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
一
体
的
な

行
政
運
営
に
疑
問
符
が
つ
い
た
。
最
周

辺
地
域
の
白
川
村
地
区
か
ら
市
の
中
心

部
ま
で
は　

㎞
も
あ
り
、
職
員
が
通
う

８３

の
も
一
苦
労
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
１

９
０
０
人
足
ら
ず
の
白
川
村
か
ら
の
市

議
会
議
員
は
ゼ
ロ
に
な
る
可
能
性
が
排

除
で
き
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
白

川
村
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
崩

壊
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
た
。

　

結
局
、
村
は
高
山
市
が
提
案
し
た
編

入
合
併
の
構
想
か
ら
離
脱
、「
単
独
村
」

の
道
を
選
択
し
た
。
そ
れ
は
、
８
割
に

迫
る
住
民
の
声
を
反
映
し
た
結
果
で
も

あ
っ
た
。

　

３
、
自
立
の
む
ら
づ
く
り

　　

長
い
冬
が
終
わ
り
を
告
げ
て
、
白
川

郷
を
覆
っ
た
雪
が
よ
う
や
く
解
け
る

頃
、
合
掌
造
り
集
落
は
屋
根
の
葺
き
替

え
作
業
で
活
気
を
見
せ
る
。
村
内
か
ら

大
勢
の
人
が
参
加
し
て
、
合
掌
の
屋
根

一
面
に
新
し
い
茅
を
葺
い
て
い
く
。
２

０
０
人
か
ら
の
村
人
が
大
き
な
屋
根
に

上
っ
て
、
茅
の
束
を
次
々
に
葺
き
上
げ

て
い
く
様
子
は
一
種
壮
観
だ
。

　

１
〜
２
日
で
行
わ
れ
る
こ
の
作
業

は
、「
結
」（
ゆ
い
）
と
呼
ば
れ
る
独
特

の
労
働
提
供
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
手
伝
っ
た
家
は
、
後
に
自
分

の
家
の
屋
根
を
葺
き
替
え
る
際
、
労
働

力
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
現
金
を
介
在
し
な
い

労
働
の
や
り
と
り
だ
。
こ
の
「
結
」
が
、

白
川
村
の
集
落
自
治
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
ら
の
誇
り
と
す
る
歴
史
と
文
化

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活
動
に

よ
っ
て
守
っ
て
き
た
白
川
村
の
人
々

が
、
高
山
市
を
中
心
と
し
た
大
合
併
を

拒
み
、
自
立
の
道
を
選
択
し
た
こ
と

は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
合
併
協
議
会
か
ら
の
脱
退

後
、
村
は
さ
っ
そ
く
自
立
の
た
め
の

「
行
財
政
改
革
」
の
検
討
に
着
手
す
る
。

　

白
川
村
の
財
政
は
、
大
規
模
償
却
資

産
（
水
力
発
電
所
等
）
に
か
か
る
固
定

資
産
税
な
ど
に
よ
り
、
財
政
力
指
数
は

０
・　

と
比
較
的
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ

４６

る
。
し
か
し
、
減
価
償
却
が
進
め
ば
、

固
定
資
産
税
は
確
実
に
目
減
り
す
る
。

加
え
て
、
ピ
ー
ク
時
に
は　

億
円
程
度

１１

あ
っ
た
地
方
交
付
税
は
す
で
に
７
・
１

億
円
（
平
成　

年
度
当
初
予
算
）
に
ま

１８

で
削
減
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
村
で

は
、
村
長
を
本
部
長
と
す
る
「
白
川
村

行
財
政
改
革
推
進
本
部
」
が
中
心
と
な

り
、〈
自
立
推
進
の
た
め
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
〉
と
銘
打
っ
た
「
第
４
次
白
川

村
行
政
改
革
大
綱
」
を
平
成　

年
３
月

１８

に
策
定
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

有
識
者
お
よ
び
村
内
各
種
団
体
代
表
者

か
ら
な
る「
白
川
村
行
政
改
革
懇
談
会
」

で
も
審
議
を
行
い
、
民
意
の
反
映
に
留

意
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
５
年
間
を
改
革

１７

期
間
と
し
た
計
画
で
は
、
前
述
の
「
結
」

の
精
神
を
活
か
し
た
協
働
の
む
ら
づ
く

り
を
基
本
指
針
と
し
て
、
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
、
民
間
委

託
等
の
推
進
、
村
職
員
の
定
員
削
減
や

経
費
節
減
の
取
り
組
み
な
ど
、　

項
目

１１

に
わ
た
る
「
改
革
の
主
要
事
項
」
に
取

り
組
む
と
し
た
。
さ
ら
に
確
実
に
成
果

を
上
げ
る
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
個
別

事
項
を
明
示
し
て
、「
個
別
事
項
検
討

シ
ー
ト
」
で
定
期
的
に
点
検
・
管
理
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
各
組
織
・
団
体
へ
の

補
助
金
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度

を
活
用
し
た
各
事
務
事
業
の
民
間
委

託
、
役
場
職
員
の
定
員
削
減
に
よ
る
人

件
費
の
抑
制
、
小
学
校
・
保
育
園
の
統

合
化
、
公
共
料
金
の
見
直
し
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
改
革
を
順
次
検
討
、
実
施

に
移
し
て
い
く
。

　

村
で
は
す
で
に
平
成　

年
度
予
算
で

１８

　

・　

億
円
と
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た　

年

２４

１５

９０

代
の
終
わ
り
か
ら　

％
弱
の
規
模
に
ま

７０

で
縮
小
し
て
い
る
が
、
大
綱
に
沿
っ
た

改
革
で
、
さ
ら
に
経
常
経
費
、
投
資
的

経
費
の
毎
年
度　

％
削
減
を
目
指
す
方

１０

針
だ
。

　

村
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
改
革
を
進

め
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
自
立

の
上
で
課
題
は
残
る
。
常
備
消
防
、
介

護
保
険
業
務
、
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
、
こ

れ
ま
で
広
域
圏
で
実
施
し
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
っ

た
問
題
だ
。

　

常
備
消
防
は
こ
れ
ま
で
飛
騨
消
防
組

合
、
介
護
保
険
業
務
は
高
山
大
野
広
域

連
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
広
域
で
行
っ
て
い

た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
近
隣
の
合

併
を
経
た
現
在
は
、
消
防
は
高
山
消
防

署
に
業
務
委
託
し
、
介
護
保
険
は
認
定

審
査
業
務
だ
け
を
高
山
市
に
委
託
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
当
面
の

措
置
で
、
今
後
恒
久
的
な
対
応
策
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
さ
な
村
単

独
で
全
て
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
こ
と
が
難
し
い
以
上
、
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
「
合
併
は
し
な
か
っ
た
が
、
高
山
市

と
は
仲
良
く
や
っ
て
い
か
な
い
と
ダ
メ

な
ん
だ
。」谷
口　

尚
村
長
は
厳
し
い
状

況
を
前
に
苦
笑
い
す
る
。

　

４
、
小
さ
く
て
も
輝
く

　
　
　

自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

今
年
の
６
月　

、　

日
の
２
日
間
、

２４

２５

梅
雨
の
中
休
み
を
思
わ
せ
る
穏
や
か
な

気
候
の
中
、「
第
７
回　

全
国
小
さ
く

て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
白

川
村
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た

白
川
中
学
校
体
育
館
は
、
全
国　

道
府

３８

県
１
０
０
自
治
体
か
ら
集
ま
っ
た
４
８

０
名
の
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
山

間
地
と
は
思
え
な
い
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
歓
迎
の
挨
拶
を
述

白
川
村
役
場
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べ
た
谷
口
村
長
は
、
過
疎
化
へ
の
懸
念

や
世
界
遺
産
保
存
と
い
う
重
責
を
思

い
、
合
併
協
議
か
ら
離
脱
し
た
経
緯
を

説
明
。
一
層
厳
し
さ
を
増
す
環
境
の
中

で
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

住
民
と
と
も
に
歴
史
や
伝
統
を
守
り
な

が
ら
「
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
」
と

し
て
単
独
で
歩
む
決
意
を
表
明
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地
方
交
付
税
改

革
の
影
響
や
都
市
と
の
連
携
、
今
後
の

小
規
模
自
治
体
の
あ
り
方
や
各
地
の
状

況
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
研
究
成
果
や
取
り
組
み
が
研
究

者
、
町
村
長
な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　

い
わ
ゆ
る「
新
型
交
付
税
」の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
山
間
地
や
離
島
で
奮

闘
す
る
町
村
長
の
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

参
加
者
は
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
熱
心

に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
た
。

　

初
日
の
日
程
を
終
え
た
参
加
者
た
ち

は
合
掌
家
屋
に
分
宿
、
叡
智
を
結
集
し

た
茅
葺
き
屋
根
の
造
形
に
見
入
り
な
が

ら
、
夜
が
更
け
る
ま
で
故
郷
へ
の
思
い

を
語
り
合
い
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、
ア
ピ
ー
ル

の
採
択
。「
美
し
い
日
本
の
原
風
景
を

守
り
育
て
て
い
る
白
川
村
の
「
結
」
の

精
神
を
全
国
に
持
ち
帰
り
、
明
日
か
ら

の
む
ら
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
清
新

の
思
い
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と

訴
え
、
２
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。　

　　

５
、
あ
と
が
き

　

富
山
空
港
か
ら
白
川
村
へ
は
、
平
成

　

年
に
開
通
し
た
東
海
北
陸
自
動
車
道

１４白
川
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
お
陰
で

現
在
約
１
時
間
強
の
道
の
り
に
な
っ

た
。「
想
像
以
上
に
ア
ク
セ
ス
が
良

か
っ
た
」
と
谷
口
村
長
に
話
し
か
け
る

と
、「
そ
れ
で
も
公
共
交
通
の
ア
ク
セ

ス
は
良
く
な
い
か
ら
」
と
切
り
返
さ
れ

た
。
白
川
郷
か
ら
先
、
岐
阜
・
名
古
屋

方
面
へ
の
延
伸
工
事
は
残
り
１
区
間
と

な
っ
て
い
る
が
、
合
併
を
見
送
っ
た
高

山
市
中
心
部
へ
は
、
富
山
空
港
と
ほ
ぼ

同
じ
距
離
の　

数
㎞
。

８０

　

道
路
の
便
が
よ
く
な
る
こ
と
は
住
民

や
観
光
客
に
と
っ
て
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
車
の
ハ
ン
ド
ル

を
握
ら
な
い
高
齢
者
や
子
供
な
ど
に

と
っ
て
、
村
内
外
を
便
利
に
移
動
で
き

る
交
通
手
段
が
乏
し
い
と
い
う
の
は
、

住
民
の
暮
ら
し
を
預
か
る
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
や
は
り
心
許
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　

白
川
郷
を
訪
れ
る
年
間
１
５
０
万
人

の
観
光
客
の
中
で
、
こ
の
類
稀
な
る
世

界
遺
産
と
そ
れ
を
包
む
よ
う
に
点
在
す

る
集
落
が
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て

い
る
状
況
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
人
が
ど

れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

世
界
遺
産
級
の
観
光
資
源
の
あ
る
な

し
は
関
係
な
い
。
白
川
村
の
人
た
ち
に

も
「
白
川
は
特
別
」
と
い
う
気
負
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
い
に
し
え
か
ら
引

き
継
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統
、

人
々
が
暮
ら
し
の
中
か
ら
編
み
出

し
た
ワ
ザ
を
淡
々
と
守
ろ
う
と
い

う
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
誰
も
が
思
い
至
る
で
あ
ろ

う
ご
く
自
然
の
営
為
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

全
国
に
息
づ
く
輝
く
よ
う
な
町

や
村
の
営
み
を
、
一
面
的
な
捉
え

方
で
否
定
し
て
し
ま
う
の
は
あ
ま

り
に
も
惜
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
倉
敷
に
あ
る
大
原
美
術
館

理
事
長
の
大
原
謙
一
郎
氏
は
、
か

つ
て
新
聞
へ
の
投
稿
で
、「
小
さ

な
町
村
の
行
く
末
こ
そ
が
、
私
た

ち
の
国
の
価
値
と
風
格
を
大
き
く

左
右
す
る
」
と
述
べ
、「
小
さ
な
町

村
顧
み
ぬ
こ
の
国
」
の
昨
今
の
風

潮
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。　

　

地
域
を
活
か
す
最
初
の
取
り
組

み
は
、
想
像
力
（
創
造
力
）
や
構
想
力

を
い
か
に
豊
か
に
膨
ら
ま
せ
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

自
立
を
決
意
し
、「
日
本
一
美
し
い

む
ら
つ
く
ら
ま
い
か
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
白
川

村
。
日
々
の
変
わ
ら
ぬ
営
み
を
、
将
来

へ
の
大
き
な
構
想
に
つ
な
げ
よ
う
と
す

る
小
さ
な
村
の
挑
戦
は
、
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
全
国
町
村
会　

広
報
部
）

挨
拶
す
る
谷
口　

尚
村
長
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活 動

建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す

る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
に
、
昭

和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六

三
条
の
二（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）の

規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。こ
の
間
、共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に

各
都
道
府
県
支
部（
町
村
会
）の
多
大
な
協
力

を
得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た

が
、
市
町
村
合
併
の
影
響
に
よ
り
委
託
団
体

の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
共

済
委
託
団
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

共
済
委
託
物
件
の
継
続
加
入
推
進
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
七
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額

一
○
八
億
六
、
八
三
三
万
余
円
（
運
営
準
備

積
立
金
戻
入
を
除
く
、
前
年
度
比
七
・
六
％

減
）、
支
出
額
一
二
二
億
九
、
一
二
四
万
余
円

（
前
年
度
比
三
三
・
九
％
減
）
で
収
支
差
引

額
は
一
四
億
二
、
二
九
一
万
余
円
の
欠
損
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
例
年（
十
六
年
度
を
除
く
）

に
比
し
、
高
額
な
罹
災
及
び
共
済
金
の
支
払

い
件
数
が
多
か
っ
た
た
め
で
、
収
支
欠
損
金

額
は
規
約
に
基
づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
の

取
崩
し
に
よ
り
対
処
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
七
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

受
託
件
数
は
三
九
八
、
三
五
九
件
で
、
前

年
度
比
二
六
、
七
○
七
件
（
六
・
三
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度

比
二
三
、
六
五
八
億
余
円
（
六
・
四
％
）
減

の
三
四
兆
五
、
五
九
○
億
余
円
と
な
っ
た
。

収
入
分
担
金
は
七
一
億
三
九
四
万
余
円
で
前

年
度
実
績
八
六
億
八
、
九
四
七
万
余
円
に
比

べ
一
五
億
八
、
五
五
三
万
余
円
（
一
八
・
二

％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
十
七
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
（
２
）

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
建
物
共
済
に
お
け

る
罹
災
件
数
は
七
、
二
四
三
件
で
、
前
年
度

よ
り
八
、
九
○
八
件
（
五
五
・
二
％
）
の
減

と
な
り
、
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
前
年

度
よ
り
四
六
億
一
、
四
九
九
万
余
円
（
五
○
・

四
％
）
減
の
四
五
億
四
、
八
五
四
万
余
円
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
幅
に
減
少
し
た

の
は
平
成
十
六
年
度
が
度
重
な
る
台
風
の
上

陸
に
よ
り
、
過
去
最
高
の
支
払
い
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
な
お
、
収
入
分
担
金
七
一
億

三
九
四
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
六
四
・

〇
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表（
３
）の
と
お
り

で
あ
る
。
罹
災
件
数
は
学
校
施
設
・
体
育
施

設
に
お
い
て
多
い
が
、
支
払
共
済
金
及
び
用

途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境
衛
生
施
設

及
び
そ
の
他
の
施
設
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済
金

額
は
六
二
七
、
九
九
一
円
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・

自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
七
月
六
日
開
催
の
評
議
員
会
の
同
意
を
得
、
同
日
の
理

事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報

告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ

び
公
示
は
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

十
七
年
度

増減率比較増減平成１６年度平成１７年度区　　　分

△6.3%△26,707件425,066件398,359件件　　　　  数

△6.4%△2,365,814,122千円36,924,860,907千円34,559,046,785千円共 済 責 任 額

△18.2%△1,585,531,027円8,689,472,085円7,103,941,058円収 入 分 担 金

表 　建物共済受託実績

増減率比較増減平成１６年度平成１７年度区      分

△55.2%△8,908件16,151件7,243件件　　　　  数

△50.4%△4,614,990,357円9,163,534,630円4,548,544,273円支 払 共 済 金

��△41.5%105.5%64.0%損　  害 　 率

表 　建物共済罹災状況

損　害　率支　払　共　済　金件　　　数用　途　別

8.2％（  32.7%）579,244,529円（　12.8%） 1,479件（　20.5%）学 校 関 係

建　

物　

共　

済

 4.0　（  64.3%）283,851,926　（　6.2%）　560　（　7.7%）役 場 庁 舎

 0.6　（  17.7%）44,217,601　（　1.0%）　104　（　1.4%）医 療 施 設

 6.8　（  88.7%） 481,456,044　（　10.6%）　715　（　9.9%）住 宅

5.8　（  37.6%）408,993,128　（　9.0%）　919　（　12.7%）社会文化施設

 3.9　（  40.7%） 268,717,359　（　5.9%）　538　（　7.4%）福 祉 関 係

12.7　（  92.3%）906,784,041　（　19.9%） 1,093　（　15.1%）体 育 関 係

13.5　（135.5%） 968,784,210　（　21.3%）　959　（　13.2%）環境衛生施設

 8.5　（110.8%）606,495,435　（　13.3%）　876　（　12.1%）そ の 他

64.0　　���  4,548,544,273　（100.0%）7,243　（100.0%）合　　　　計

表 　建物共済用途別罹災状況

（注）損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、( 　）は各用途別区分収入に対する
用途別損害率である。

比較増減平成１６年度平成１７年度区　　　　　　　分

△493件500件7件件 数

△551,436,063円564,213,390円12,777,327円災害見舞金給付額

△1,047,810,751円1,065,414,062円17,603,311円未 払 費 用

△1,599,246,814円1,629,627,452円30,380,638円合 計

表 　建物共済災害見舞金給付状況

本年度末貸付残額償還済額貸付額貸付件数貸 付 年 度

759,762,000円3,841,738,000円      4,601,500千円253平成 1 1年度

1,482,976,000　2,976,024,000   4,459,000　　256平成 1 2年度

2,111,274,000　2,126,826,000   4,238,100　　260平成 1 3年度

2,831,040,000　1,495,760,000   4,326,800　　261平成 1 4年度

2,816,830,000　577,170,000   3,394,000　　241平成 1 5年度

3,334,900,000　25,600,000   3,360,500　　211平成 1 6年度

2,296,700,000　0   2,296,700　　133平成 1 7年度

15,633,482,000　11,043,118,000   26,676,600　　1,615合　　　　計

表 　消防設備資金融資

（注）平成17年度の貸付条件は次のとおりである。
1．償還期限は資金を借受けた翌年度から7年以内
2．貸付利率は貸付期日により異なり、2月1日貸付分が0.9％、3月1日貸付分が0.9％、3月27
日貸付分が1.0％である。

(注)△印は減を示す。

(注)△印は減を示す。

（注）1．△印は減を示す。
2．平成17年度災害見舞金給付状況は、平成15年度以前の自然災害分12,777,327円及び平成
17年度自然災害分17,603,311円の合計額。
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活 動

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
は
表
（
４
）
の
と

お
り
で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
七
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金
（
事
業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は

四
四
三
億
二
、
二
五
一
万
余
円
と
な
り
、
そ

の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
二
九
二
億
二
、
八

九
六
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
五
○
億

九
、
三
五
四
万
余
円
で
あ
る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況

は
、
表
（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管

理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損

害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託

町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互

に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と

同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相

互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る

共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に

発
足
し
た
。こ
の
間
、共
済
委
託
町
村
な
ら
び

に
各
都
道
府
県
支
部（
町
村
会
）の
多
大
な
協

力
を
得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い

た
が
、
市
町
村
合
併
の
影
響
に
よ
り
委
託
団

体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収
入
は
減
収
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、事
故

に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査

定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を

図
り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
十
七
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合

計
額
四
八
億
三
、九
四
九
万
余
円（
前
年
度
比

八
・
四
％
減
）、
支
出
額
四
七
億
五
、
七
三

八
万
余
円
（
前
年
度
比
八
・
一
％
減
）
で
差

引
き
八
、
二
一
一
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ

た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
に
基

づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ
た
。

　

平
成
十
七
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
七
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
７
）

の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収

入
総
額
は
、
三
二
億
七
、
四
三
二
万
余
円
で
、

前
年
度
実
績
に
比
し
、
四
億
四
、
○
二
九
万

余
円
（
一
一
・
九
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
三
六
、
六
二
九
台
で
前

年
度
比
一
七
、
三
二
九
台
（
一
一
・
三
％
）

の
減
、
収
入
分
担
金
一
五
億
一
、
九
九
三
万

余
円
で
、
前
年
度
比
二
億
二
、
四
五
七
万
余

円
（
一
二
・
九
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
四

一
、
〇
九
三
台
で
前
年
度
比
一
六
、
九
七
八

台
（
一
○
・
七
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
四
○
、

七
四
九
台
で
、
前
年
度
比
一
六
、
九
二
六
台

（
一
○
・
七
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入

分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
一
○
億
七
、
四
九

九
万
余
円
で
前
年
度
比
一
億
二
、
七
八
五
万

余
円（
一
○
・
六
％
）、
対
人
賠
償
共
済
六
億

七
、
九
三
九
万
余
円
で
、
前
年
度
比
八
、
七

八
六
万
余
円（
一
一
・
五
％
）の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

　

平
成
十
七
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
８
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
八
、
一
四
三

件
、
前
年
度
比
五
一
六
件
の
減
と
な
っ
た

が
、
対
物
賠
償
共
済
は
三
、
一
〇
四
件
で
、

前
年
度
比
四
○
二
件
、
ま
た
対
人
賠
償
共
済

は
一
六
七
件
で
、
前
年
度
比
一
○
件
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
が
一
・
五
％
減
少
し
た
が
、

対
物
賠
償
共
済
は
一
一
・
五
％
、
対

人
賠
償
共
済
六
・
九
％
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
。

３
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見
積
り

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）の
う
え
平
成

十
七
年
度
支
払
備
金
と
し
て
一
、
一

三
二
件
、
四
億
一
、
三
一
四
万
余
円

を
計
上
し
た
。

４
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
七
年
度
末
に
お
け
る
基
金

積
立
金（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）

及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰
余

金
の
積
立
）の
総
額
は
一
四
九
億
一
、

八
四
六
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳

は
、
基
金
積
立
金
三
四
億
七
、
九
五

五
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一

四
億
三
、
八
九
○
万
余
円
で
あ
る
。

利　　益　　の　　部損　　失　　の　　部

金　　　　額科　　　　目金　　　　額科　　　　目

円円

3,274,329,070　1. 共済基金分担金収入3,286,315　1. 会 議 費

84,377,664　2. 財 産 収 入182,876,315　2. 事 務 所 費

1,825,969　3. 雑 収 入3,280,876,551　3. 事 業 費

1,478,965,373　4.前年度責任準備金戻入86,203,633　4. 財 産 費

1,204,143,168　5.次年度責任準備金繰入

82,112,094　6. 諸 支 出 金

4,839,498,076　合　　　　　　計4,839,498,076　合　　　　　　計

表 　平成１7年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）

利　　益　　の　　部損　　失　　の　　部

金　　　　額科　　　　目金　　　　額科　　　　目

円円

7,103,941,058　1. 共済基金分担金収入4,842,360　1. 会 議 費

272,521,129　2. 財 産 収 入577,954,608　2. 事 務 所 費

268,503,303　3. 他 会 計 繰 入 金8,029,757,270　3. 事 業 費

4,678,884　4. 雑 収 入277,200,013　4. 財 産 費

1,422,914,900　5. 運営準備積立金戻入3,401,494,570　5.次年度責任準備金繰入

3,218,689,547　6.前年度責任準備金戻入0　6. 諸 支 出 金

12,291,248,821　合　　　　　　計12,291,248,821　合　　　　　　計

表 　平成１7年度建物災害共済事業損益計算書（概要）

（注１）損害率＝支払共済金／収入分担金
（注２）△は減を示す。

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

11,414件167件3,104件8,143件件　　　数平
成　

年
度

１７ 1,933,949,516円227,009,012円486,911,380円1,220,029,124円支払共済金

（59.1％）（33.4％）（45.3％）（80.3%）損　害　率

11,518件157件2,702件8,659件件　　　数平
成　

年
度

１６ 2,038,469,355円203,740,689円406,756,467円1,427,972,199円支払共済金

（54.9％）（26.5％）（33.8％）（81.8%）損　害　率

△104件10件402件△516件件　　　数比
較
増
減
〈
％
〉

△104,519,839円23,268,323円80,154,913円△207,943,075円支払共済金

（4.2％）（6.9％）（11.5％）（△1.5%）損　害　率

表 　自動車共済損害状況

(注)△は減を示す。

合　　　計
賠　償　共　済

車　両　共　済区　　　分
対　　　人 対　　　物

418,471台140,749台141,093台136,629台台　　　 数平
成　

年
度

１７

3,274,329,070円679,396,140円1,074,998,440円1,519,934,490円収入分担金

469,704台157,675台158,071台153,958台台　　　 数平
成　

年
度

１６

3,714,624,570円767,256,310円1,202,855,300円1,744,512,960円収入分担金

△51,233台△16,926台△16,978台△17,329台台　　　 数比
較
増
減
〈
％
〉

（△10.9％）（△10.7％）（△10.7％）（△11.3％）

△440,295,500円△87,860,170円△127,856,860円△224,578,470円収入分担金

（△11.9％）（△11.5％）（△10.6％）（△12.9％）

表 　自動車共済受託実績
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損害率合　　計
失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨時費用共済金火災共済金

区　分
金　　額件　数金　　額件　数金　　額件　数金　　額件　数

33.2％487,216,702円815,000円3件12,264,147円243件48,502,099円599件425,635,456円597件平成１７年度
33.9　511,929,083　600,000　1　13,385,212　466　53,749,731　1,022　444,194,140　1,021　平成１６年度
△ 0.7　△24,712,381　215,000　2　△ 1,121,065　△ 223　△ 5,247,632　△ 423　△18,558,684　△ 424　比 較 増 減
－　△ 4.8％35.8％200.0％△ 8.4％△ 47.9％△ 9.8％△ 41.4％△ 4.2％△ 41.5％増   減   率
27.4　425,222,612　370,820　4　12,885,796　123　38,390,657　306　373,575,339　304　平成１５年度
40.6　717,298,128　817,553　4　19,294,458　152　62,146,557　458　635,039,560　454　平成１４年度

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
七
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　

成

十
七
年
度

表１　組合加入状況

（注）△印は減を示す。
　　　出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

1,056,900円を含む。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅

の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相

互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消

費
生
活
協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協

と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増

加
、
こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化

し
、
偶
然
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る

町
村
職
員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済

事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以

来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協

同
互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努

力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
七
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

三
、
六
一
〇
人（
一
・
八
％
）の
減
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
四
、
五
九
二
件
（
四
・
〇
％
）
の
減
と

な
り
、
共
済
掛
金
も
前
年
度
比
四
、
二
四
五

万
余
円
（
二
・
八
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
風

水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
一
〇
九
件
（
〇
・
四
％
）
の
減
と
な
っ

た
が
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
二
五
四
万
余

円
（
〇
・
八
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前

年
度
比
五
、
一
〇
六
台
（
二
・
三
％
）
の
減

と
な
り
、
共
済
掛
金
も
一
億
四
、
六
一
〇
万

余
円
（
二
・
五
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
九
州
、
四
国
、

中
国
地
方
を
中
心
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
九
月
の
台
風
十
四
号
、
全
国
各
地
で
年

間
の
最
大
積
雪
記
録
を
更
新
し
た
「
平
成
十

八
年
豪
雪
」
に
よ
り
、
風
水
雪
害
の
被
害
が

出資金口　数人　員区　分
1,946,044,800円19,460,448口202,080人平成１７年度
1,967,284,490　19,672,844　205,690　平成１６年度
△ 21,239,690　△ 212,396　△ 3,610　比 較 増 減

△ 1.1％△ 1.1％△ 1.8％増   減   率
2,040,146,730　20,401,467　224,902　平成１５年度
1,928,948,650　19,289,487　226,955　平成１４年度

表２　火災共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約口数共済契約件数区　分
1,469,129,580円24,444,653口111,058件平成１７年度
1,511,587,780　25,139,168　115,650　平成１６年度
△ 42,458,200　△ 694,515　△ 4,592　比 較 増 減

△ 2.8％△ 2.8％△ 4.0％増   減   率
1,549,116,940　25,201,785　117,978　平成１５年度
1,764,744,220　25,176,188　120,479　平成１４年度

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契約口数特約付加件数区　分
304,925,820円6,086,590口28,703件平成１７年度
302,379,230　6,026,041　28,812　平成１６年度
2,546,590　60,549　△ 109　比 較 増 減

0.8％1.0％△ 0.4％増   減   率
284,495,500　5,584,166　27,537　平成１５年度
328,179,330　5,458,699　27,591　平成１４年度

表４　自動車共済加入状況

（注）△印は減を示す。

共済掛金契約台数区　分
5,664,511,680円221,783台平成１７年度
5,810,614,410　226,889　平成１６年度
△ 146,102,730　△ 5,106　比 較 増 減

△ 2.5％△ 2.3％増   減   率
5,840,863,830　226,597　平成１５年度
5,814,017,360　225,112　平成１４年度

表５　火災共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

多
か
っ
た
が
、
火
災
共

済
事
業
で
前
年
度
比
四

二
三
件
（
四
一
・
四
％
）

の
減
と
な
り
、
共
済
金

合
計
に
お
い
て
も
二
、

四
七
一
万
余
円
（
四
・

八
％
）の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約

共
済
金
の
給
付
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
三
〇
〇

件
（
六
八
・
三
％
）
の

減
と
な
り
、
共
済
金
に

お
い
て
も
一
億
二
、
一

七
五
万
余
円
（
三
八
・

五
％
）の
減
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金

の
給
付
件
数
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
八
八
件
に

比
し
七
一
件
、
災
害
見

舞
金
に
し
て
二
、
〇
六

〇
万
余
円
の
給
付
が

あ
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数

で
前
年
度
比
二
六
〇
件
（
二
・
八
％
）

の
増
と
な
り
、
共
済
金
に
お
い
て
も
五

億
三
、
七
八
二
万
余
円
（
二
二
・
五
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を

も
っ
て
す
る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
の

配
分
率
は
、
火
災
共
済
が
二
九
％
程

度
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
が
一
〇
％
程

度
、
自
動
車
共
済
が
一
八
％
程
度
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

表６　　風水雪害特約共済金支払状況

損害率合　　計
残存物取片づけ費用共済金臨時費用共 済 金特 約 共 済 金

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

73.8％224,959,558円3,568,338円82件27,305,554円139件194,085,666円139件平成１７年度
122.4　370,110,007　6,897,324　238　47,375,731　439　315,836,952　439　平成１６年度
△48.6　△145,150,449　△3,328,986　△156　△20,070,177　△300　△121,751,286　△300　比 較 増 減
－　△39.2％△48.3％△65.5％△42.4％△68.3％△38.5％△68.3％増   減   率
13.2　37,536,712　959,964　22　4,770,890　38　31,805,858　38　平成１５年度
16.3　53,517,250　580,057　17　6,904,838　43　46,032,355　43　平成１４年度

（注）△印は減を示す。

（注）△印は減を示す。
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一件当りの見舞金見舞金件　数区　分
290,225円20,606,000円71件平成１７年度
366,659　32,266,000　88　平成１６年度
△ 76,434　△11,660,000　△ 17　比 較 増 減
△ 20.8％△ 36.1％△ 19.3％増   減   率
210,151　11,138,000　53　平成１５年度
96,250　1,925,000　20　平成１４年度

表７　見舞金支払状況

利　益　の　部損　失　の　部
金　　　額科　　　目金　　　額科　　　目
7,438,567,080円1. 共 済 掛 金3,638,831,620円1. 支 払 共 済 金
6,683,880,000　2. 共済契約準備金戻入24,546,000　2. 見 舞 金 等
130,433,312　3. 資 産 運 用 収 益2,318,165,921　3. 管理費及び諸経費
4,470,131　4. 雑 収 入6,259,464,000　4. 共済契約準備金繰入

12,241,007,541　小　　　　　計
2,016,342,982　経 常 剰 余 金

14,257,350,523　合　　　　　計14,257,350,523　合　　　　　計
2,016,342,982　1. 税引前当期剰余金
220,916,095　2.  法 人 税 等
1,795,426,887　3. 当期剰余金（計）
120,996,906　4. 前期繰越剰余金
20,606,000　5. 地震等災害見舞金積立金取崩額

1,937,029,793　6. 当期未処分剰余金（計）

表８　自動車共済金支払状況

表９　自動車共済臨時費用支払状況

損害率
合　　　計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区　分
金　額件　数金　額件　数金　額件　数

51.7％2,926,655,360円9,679件1,210,176,376円837件1,716,478,984円8,842件平成１７年度
41.1　2,388,828,357　9,419　789,657,177　793　1,599,171,180　8,626　平成１６年度
10.6　537,827,003　260　420,519,199　44　117,307,804　216　比 較 増 減
－　22.5％2.8％53.3％5.5％7.3％2.5％増   減   率
44.9　2,620,144,206　10,066　840,719,539　834　1,779,424,667　9,232　平成１５年度
45.9　2,669,951,979　9,602　947,289,166　833　1,722,662,813　8,769　平成１４年度

合　　計死　　亡傷　　害
区　分

金　額件　数金　額件　数金　額件　数
3,940,000円92件1,690,000円17件2,250,000円75件平成１７年度
3,190,000　83　1,000,000　10　2,190,000　73　平成１６年度
750,000　9　690,000　7　60,000　2　比 較 増 減
23.5％10.8％69.0％70.0％2.7％2.7％増   減   率

4,390,000　102　1,900,000　19　2,490,000　83　平成１５年度
3,020,000　75　1,100,000　11　1,920,000　64　平成１４年度

表10  平成１７年度全国町村職員生活協同組合損益計算書

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
十
七
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は
二

〇
二
、
〇
八
〇
人
で
前
年
度
に
比
し
三
、
六

一
〇
人
（
一
・
八
％
）
減
少
し
た
。
ま
た
、

出
資
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
し
二
、

一
二
三
万
余
円（
一
・
一
％
）減
の
一
九
億
四
、

六
〇
四
万
余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
年
度

に
お
け
る
割
戻
金
の
一
部
を
出
資
金
に
充
当

し
た
額
は
二
、
四
五
二
万
余
円
と
な
っ
た
。

２
、
共
済
契
約
状
況

�
 
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数
は
一
一
一
、
〇
五
八
件
で
前
年

度
に
比
し
四
、
五
九
二
件
（
四
・
〇
％
）
減

少
し
、
契
約
口
数
も
六
九
四
、
五
一
五
口

　

特
約
付
加
件
数
は
二
八
、
七
〇
三
件
で
前

年
度
に
比
し
一
〇
九
件
（
〇
・
四
％
）
減
少

し
た
。
特
約
共
済
掛
金
は
、
三
億
四
九
二
万

余
円
で
前
年
度
よ
り
二
五
四
万
余
円
（
〇
・

八
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
な
お
、
火
災
共
済

契
約
件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数
の
割
合

は
二
五
・
八
％
で
あ
っ
た
。

�
 
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
二
一
、
七
八
三
台
と
前
年

度
に
比
し
五
、
一
〇
六
台
（
二
・
三
％
）
減

少
し
た
。
共
済
掛
金
は
五
六
億
六
、
四
五
一

万
余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
一
億
四
、
六

一
〇
万
余
円
（
二
・
五
％
）
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
台
当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二

五
、
五
四
一
円
と
な
っ
た
。

共
済
金
で
四
二
四
件
（
四
一
・
五
％
）
減
の

五
九
七
件
、
臨
時
費
用
共
済
金
で
四
二
三
件

（
四
一
・
四
％
）
減
の
五
九
九
件
、
残
存
物

取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
二
二
三
件（
四
七
・

九
％
）
減
の
二
四
三
件
、
失
火
見
舞
費
用
共

済
金
で
二
件
（
二
〇
〇
・
〇
％
）
増
の
三
件

と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し

二
、
四
七
一
万
余
円
（
四
・
八
％
）
減
の
四

億
八
、
七
二
一
万
余
円
と
な
り
、
損
害
率
は

前
年
度
よ
り
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
い
三
三
・

二
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
三
、
八
九
一
万
余
円
の
火

災
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十
八
年

度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済
金

で
三
〇
〇
件（
六
八
・
三
％
）減
の
一
三
九
件
、

臨
時
費
用
共
済
金
で
三
〇
〇
件
（
六
八
・
三

％
）
減
の
一
三
九
件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費

用
共
済
金
で
一
五
六
件
（
六
五
・
五
％
）
減

の
八
二
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
前
年

度
に
比
し
一
億
四
、
五
一
五
万
余
円
（
三
九
・

二
％
）
減
の
二
億
二
、
四
九
五
万
余
円
と
な

り
、
損
害
率
は
全
体
で
前
年
度
よ
り
四
八
・

六
ポ
イ
ン
ト
低
い
七
三
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
一
、
三
八
七
万
余
円
の
風

水
雪
害
特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平

成
十
八
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

③
見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
一
七
件
減
の
七
一

件
、
見
舞
金
額
で
一
、
一
六
六
万
円
減
の
二
、

〇
六
〇
万
余
円
と
な
っ
た
。

�
 
自
動
車
共
済
事
業

�
共
済
金

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償
で

二
一
六
件
（
二
・
五
％
）
増
の
八
、
八
四
二

件
、
対
人
賠
償
で
は
四
四
件
（
五
・
五
％
）

増
の
八
三
七
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
億
一
、
七
三
〇
万
余
円

（
七
・
三
％
）
増
の
一
七
億
一
、
六
四
七
万

余
円
、
対
人
賠
償
に
お
い
て
は
四
億
二
、
〇

五
一
万
余
円
（
五
三
・
三
％
）
増
の
一
二
億

一
、
〇
一
七
万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合

計
は
前
年
度
に
比
し
五
億
三
、
七
八
二
万
余

円
（
二
二
・
五
％
）
増
の
二
九
億
二
、
六
六

五
万
余
円
と
な
っ
た
。
損
害
率
は
全
体
で
前

年
度
よ
り
一
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
五
一
・

七
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
事
故
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
一
四
億
三
、
六
二
三
万
円

の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成

十
八
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
臨
時
費
用

   
支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
二
件

（
二
・
七
％
）
増
の
七
五
件
、
死
亡
は
七
件

（
七
〇
・
〇
％
）
増
の
一
七
件
と
な
っ
た
。
ま

た
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
六
万
円（
二
・

七
％
）
増
の
二
二
五
万
円
、
死
亡
は
六
九
万

円
（
六
九
・
〇
％
）
増
の
一
六
九
万
円
と
な

り
、
臨
時
費
用
の
合
計
は
、
前
年
度
に
比
し

七
五
万
円
（
二
三
・
五
％
）
増
の
三
九
四
万

円
と
な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し

（注）△印は減を示す。

（
二
・
八
％
）
減
少
し
た
。
共

済
掛
金
は
一
四
億
六
、
九
一

二
万
余
円
で
、
前
年
度
よ
り

四
、
二
四
五
万
余
円
（
二
・

八
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま

た
、
一
件
当
り
平
均
口
数
は

二
二
〇
口（
二
、
二
〇
〇
万

円
）と
な
り
前
年
度
よ
り
三

口（
三
〇
万
円
）の
増
と
な
っ

て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済
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日
本
人
の
原
風
景
・
ふ
る
さ
と
で
あ

る
中
山
間
地
域
を
様
々
な
分
野
に
わ
た

る
実
務
家
で
応
援
し
よ
う
と
い
う
呼
び

か
け
の
も
と
、「
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
設
立
総
会
と
第
１
回
研
究
会

が
７
月
１
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
。

　

多
様
な
自
然
や
生
態
系
、
美
し
い
農

山
村
景
観
を
持
つ
中
山
間
地
域
は
、
高

齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
衰
退
が
近
年
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、

多
面
的
で
重
要
な
役
割
を
担
う
中
山
間

地
域
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
よ
う
と
、
町
村
長
を
は
じ
め
様
々
な

領
域
の
研
究
者
や
実
務
家
な
ど　

名
以

７０

上
が
発
起
人
に
名
を
連
ね
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
発
足
し
た
。

　

設
立
総
会
当
日
は
、
関
係
者
の
予
想

を
大
き
く
上
回
る
約
２
０
０
人
が
全
国

各
地
か
ら
集
い
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

　

設
立
総
会
に
引
き
続
き
、
第
１
回
研

究
会
を
開
催
、
中
山
間
地
域
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
小
川
全
夫
九
州
大
学
大

学
院
教
授
が
「
中
山
間
地
域
の
再
生
に

向
け
て
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
っ

た
。

　

小
川
教
授
は
、「
中
山
間
地
域
の
多

元
性
や
多
機
能
性
を
再
評
価
し
さ
ら
に

磨
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た

上
で
、
中
山
間
地
域
は
川
の
上
流
か
ら

海
に
至
る
間
の
「
命
の
水
の
通
り
道
」

で
あ
り
、「
こ
れ
を
守
る
の
は
そ
の
地

域
や
個
人
で
は
な
く
国
民
全
体
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

設
立
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　

記
念
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
中

で
、
岡
崎
昌
之
法
政
大
学
教
授
は
、
中

山
間
地
域
で
先
端
的
・
世
界
的
産
業
が

営
ま
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
た
。
一

方
、
中
山
間
地
域
の
議
論
が
日
本
よ
り

も
盛
ん
な
欧
州
の
状
況
を
取
り
上
げ
、

「
日
本
で
も
国
際
的
な
視
点
か
ら
世
界

レ
ベ
ル
で
情
報
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
視
点
で
中
山
間
地
域
と
関
わ
っ
て

い
く
べ
き
か
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
国
新
聞
東
京
支
社
長
の
目

光
紀
氏
は
、
新
聞
連
載
な
ど
通
じ
た　
４０

年
間
に
わ
た
る
中
山
間
地
域
と
の
関
わ

り
を
踏
ま
え
、「
思
想
に
裏
付
け
さ
れ

た
国
民
的
な
合
意
が
必
要
で
あ
る
」
と

述
べ
、
中
山
間
地
域
に
対
す
る
深
い
考

察
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
常
務
の
清
水
愼

一
氏
は
、「
地
域
が
元
気
で
な
い
と
人

は
来
な
い
。
人
が
元
気
で
な
い
と
地
域

は
栄
え
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
地
域
の

価
値
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
外
か
ら

見
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
、
地

域
づ
く
り
に
自
ら
も
携
わ
る
経
験
談
を

交
え
な
が
ら
「（
外
部
か
ら
の
）
新
し
い

仲
間
と
創
る
暮
ら
し
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
進
行
役
を
務
め
た
小
田
切

徳
美
明
治
大
学
教
授
は
、
議
論
を
振
り

返
り
、
①
生
活
者
の
視
点
か
ら
政
策
課

題
を
探
る
こ
と
の
重
要
性
、
②
中
山
間

地
域
に
蓄
積
す
る
「
ワ
ザ
」
の
集
積
と

い
う
産
業
論
を
詰
め
る
こ
と
の
重
要

性
、
③
流
行
で
は
な
く
見
つ
め
続
け
る

こ
と
の
重
要
性
、
④
提
言
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
と
総
括
、
研
究

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
長
に
は

佐
藤
洋
平
農
業
環
境
技
術
研
究
所
理
事

長
が
、
副
会
長
に
は
、
本
会
副
会
長
で

あ
る
魚
津 

一
富
山
県
朝
日
町
長
、

小
川
全
夫
九
州
大
学
大
学
院
教
授
、
野

中
和
雄
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
会
長
が

選
出
さ
れ
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
後
、
関
東
甲

信
越
地
区
に
お
い
て
中
山
間
地
域
再
生

モ
デ
ル
地
区
の
募
集
や
国
土
形
成
計
画

へ
の
提
言
を
行
う
な
ど
、
会
員
と
な
っ

て
い
る
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
意

欲
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

　

〒
１
０
２－

０
０
９
４

　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３－

　
２９

　

財
団
法
人
日
本
農
業
研
究
所
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
司
研
究
室
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３－

３
２
６
２－

６
３
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３－

３
２
６
２－

６
３
５
５

c
h
u
s
a
n
ka
n
@
ya
h
o
o
.c
o
.jp

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
   

龍

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
足
多
分
野
か
ら
実
務
家
が
参
集
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村
は
、
友
好
姉
妹
都
市
と
し
て
提

携
し
て
い
る
宮
城
県
東
松
島
市
と
相

互
職
員
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
村

は
、
旧
宮
城
県
矢
本
町
と
１
９
９
７

年
に
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し

て
い
た
が
、
合
併
で
東
松
島
市
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
昨
年　

月
に
新

１１

た
に
締
結
し
た
。

　

相
互
職
員
研
修
は
、
互
い
の
協
力

関
係
の
推
進
と
職
員
の
資
質
向
上
や

職
務
能
率
の
増
進
を
図
る
の
が
狙

い
。

　

研
修
期
間
は
、
７
月　

日
か
ら　

２０

１０

月　

日
ま
で
の
３
カ
月
で
、
そ
れ
ぞ

１９
れ
１
名
ず
つ
職
員
を
派
遣
・
受
け
入

れ
を
行
う
。

　

な
お
、
両
市
村
は
、
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
災
害
時
相
互
応
援
協
定

も
締
結
し
て
い
る
。

　

村
は
２
０
０
６
〜　

年
度
ま
で
の

１６

　

カ
年
を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
４

１０次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
。
将
来

像
に
「
豊
か
な
自
然
と
活
力
に
み
ち

た
住
民
が
主
役
の
む
ら
」を
掲
げ
、
住

民
と
の
協
働
を
強
く
打
ち
出
し
た
。

　

同
計
画
で
は
、
将
来
像
の
実
現
に

向
け
①
自
然
豊
か
で
快
適
な
住
み
よ

い
む
ら
②
地
域
と
共
生
に
よ
る
福
祉

と
健
康
の
む
ら
③
心
ふ
れ
あ
う
教

育
・
文
化
の
む
ら
④
活
力
と
豊
か
な

暮
ら
し
の
あ
る
む
ら
―
の
４
つ
の
基

本
目
標
を
設
定
し
た
。

　
　

年
度
か
ら
５
年
間
の
基
本
計
画

０６
で
は
、
雇
用
安
定
に
向
け
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
創
設
の
検
討
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

町
は
、
図
書
館
建
設
に
あ
た
り
財

政
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
全
国
か
ら

本
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

現
在
、
町
に
は
図
書
館
は
な
く
、

多
目
的
施
設
や
公
民
館
な
ど
に
児
童

書
な
ど
が
約
７
千
冊
あ
る
程
度
。

　

そ
こ
で
図
書
館
建
設
に
あ
た
り
全

国
か
ら
本
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
７
月　

日
現
在
で
約
３
万
冊
が

２６

届
け
ら
れ
た
。
図
書
館
建
設
に
あ

た
っ
て
は
過
疎
債
を
活
用
し
、
町
の

柔
剣
道
場
を
１
億
２
千
万
円
か
け
て

改
修
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

図
書
館
は
来
年
１
月
末
オ
ー
プ
ン

予
定
で
、
館
内
に
寄
贈
し
て
く
れ
た

人
の
名
前
を
杉
の
板
に
彫
り
、
永
久

的
に
保
存
す
る
。

　　

村
は
、
村
外
か
ら
の
長
期
滞
在
・

半
定
住
を
目
的
と
し
た
、
劇
団
ス

ク
ー
ル
「
尾
瀬
の
郷
オ
ゾ
ン
・
シ
ア

タ
ー
」
を
開
設
、
第
１
期
生
を
募
集

し
て
い
る
。

　

募
集
す
る
の
は
、
原
則
満　

歳
以

５０

上
の
人
で
、
長
期
滞
在
・
半
定
住
者

５
名
、
通
塾
者　

名
の
計　

名
程

１５

２０

度
。
演
劇
経
験
は
問
わ
ず
、「
片
品

村
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
人
」
を
条

件
と
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
の
稽
古
は
、
必
修
が
原

則
で
９
〜　

月
の
毎
週
土
曜
日
に
行

１２

わ
れ
る
ほ
か
、
選
択
稽
古
と
し
て
来

年
１
〜
３
月
に
希
望
に
応
じ
て
座
学

や
舞
台
観
劇
な
ど
を
行
う
予
定
だ
。

　

９
月
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い

第
１
期
生
を
決
定
す
る
。

　

町
は
町
長
と
町
民
が
町
長
室
で
懇

談
す
る
「
ふ
れ
あ
い
町
長
室
」
を
７

月
か
ら
始
め
た
。
町
民
に
開
か
れ
た

町
政
・
役
場
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
の
が
目
的
で
、
毎
月
１
回
１
時
間

程
度
、
町
長
室
を
開
放
す
る
。

　

懇
談
に
は
住
民
に
気
軽
に
話
し
て

も
ら
う
た
め
、
秘
書
ら
町
職
員
は
同

席
し
な
い
。

　

対
象
は
、
町
内
在
住
の
人
で
年
齢

等
は
問
わ
ず
、
小
学
生
も
保
護
者
同

伴
な
ら
参
加
で
き
る
。

　

申
請
は
電
話
か
役
場
窓
口
で
受
け

付
け
る
が
、
町
で
は
テ
ー
マ
な
ど
は

あ
え
て
事
前
に
聞
か
ず
気
軽
に
申
し

込
ん
で
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

　

町
は
、
住
民
と
の
懇
談
を
通
し
て

町
づ
く
り
の
課
題
を
探
り
、
町
政
に

反
映
さ
せ
る
方
針
だ
。

　

今
年
３
月　

日
に
綾
南
・
綾
上
両

２１

町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
町
は
、

新
町
に
ふ
さ
わ
し
い
「
花
」
と
「
木
」

を
住
民
か
ら
募
集
し
て
い
る
。
町
花

と
町
木
を
制
定
す
る
こ
と
で
自
然
保

護
や
緑
化
を
推
進
す
る
の
が
狙
い
。

　

募
集
条
件
は
、
知
名
度
が
あ
り
住

民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
花
と
木

で
、
町
内
に
多
く
自
生
・
栽
培
さ
れ

て
い
る
入
手
が
容
易
な
も
の
。

　

応
募
は
、
町
在
住
か
、
町
内
に
勤

務
・
在
学
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し

て
い
る
。

　

８
月
末
ま
で
募
集
し
、
内
部
の
選

考
委
員
会
で
優
秀
作
を
決
定
。　

月
１０

に
行
う
合
併
記
念
行
事
で
公
表
す
る

予
定
だ
。

　

町
は
６
月
か
ら
、
合
併
前
に
使
用

し
て
い
た
旧
夜
須
町
の
町
長
専
用
車

を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
を
狙
っ
た
事
件
が
頻
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
の
下
校
時

刻
な
ど
を
重
点
的
に
巡
回
し
て
い
る
。

　

防
犯
パ
ト
カ
ー
は
、
青
色
回
転
灯

と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
装
備
。
警
察
Ｏ
Ｂ

の
行
政
監
理
官
（
嘱
託
職
員
）
や
町

職
員
な
ど
が
乗
り
込
む
。

　

旧
町
長
専
用
車
は
、
昨
年
３
月
の

合
併
時
に
新
町
に
引
き
継
が
れ
た
。

た
だ
、
現
町
長
が
専
用
車
に
は
乗
ら

な
い
公
約
を
掲
げ
た
た
め
、
町
で
は

車
検
切
れ
に
伴
い
廃
車
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
た
。

　

村
は
、
村
固
有
の
貴
重
な
昆
虫
の

保
護
を
目
的
に
、
村
有
地
内
で
の
捕

獲
を
禁
止
す
る
「
昆
虫
保
護
条
例
」

を
制
定
し
た
。

　

村
に
生
息
し
て
い
る
「
ミ
シ
マ
イ

オ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
」
や
「
ク

ロ
シ
マ
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
」
な
ど

の
貴
重
な
昆
虫
の
乱
獲
を
防
ぐ
た

め
、
村
有
地
を
保
護
区
域
に
指
定
。

害
虫
を
除
き
、
卵
や
幼
虫
、
さ
な
ぎ

も
含
め
昆
虫
の
捕
獲
を
禁
じ
た
。
趣

味
の
範
囲
内
で
の
住
民
の
捕
獲
は
認

め
て
い
る
。

　

村
長
は
、
違
反
者
に
対
し
て
捕
獲

中
止
や
原
状
回
復
を
命
じ
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
罰
則
規
定
は
な
い
。

　

村
は
昆
虫
保
護
推
進
員
と
し
て
、

出
張
所
の
職
員
や
村
議
会
議
員
を
委

嘱
し
巡
視
や
啓
発
活
動
を
行
う
。

宮
城
県
東
松
島
市

と
職
員
人
事
交
流

北
海
道
更
別
村

第
４
次
総
合
計
画
を
策
定

岩
手
県
野
田
村

寄
贈
本
で
図
書
館
建
設

福
島
県
矢
祭
町

「
ふ
れ
あ
い
町
長
室
」
を
開
始

広
島
県
海
田
町

定
住
促
進
へ
演
劇
塾
開
設

群
馬
県
片
品
村

昆
虫
保
護
条
例
を
制
定

鹿
児
島
県
三
島
村

町
の
花
と
木
を
募
集香

川
県
綾
川
町

旧
町
長
専
用
車
を
防
犯
パ
ト
カ
ー
に

福
岡
県
筑
前
町
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平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年
７
月

１８

１８

２
５
５
５
号
〜
２
５
６
９
号

　
〈
活　

動
〉

山
本
全
国
町
村
会
長
が
総
務
大
臣
・
地
方

六
団
体
会
合
に
出
席 

２
５
５
８　
�

政
策
金
融
改
革
に
関
す
る
緊
急
意
見
を
政

府
・
与
党
な
ど
に
提
出
＝
地
方
六
団
体

 

２
５
５
８　
�

地
方
六
団
体
の
新
分
権
構
想
委
が
中
間
報

告 

２
５
６
０　
�

交
付
税
抑
制
の
提
案
に
反
論
＝
地
方
六
団

体 

２
５
６
０　
�

地
方
財
政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六

団
体
会
合
を
開
催 

２
５
６
１　
�

地
方
自
治
危
機
突
破
総
決
起
大
会
ひ
ら
く

 

２
５
６
３　
�

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」を

提
出
＝
地
方
六
団
体 

２
５
６
４　
�

山
本
全
国
町
村
会
長
が
意
見
陳
述
＝
自
民

党
歳
出
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

 

２
５
６
５　
�

公
営
公
庫
廃
止
後
の
資
金
調
達
の
仕
組
み

で
要
請
＝
地
方
六
団
体 

２
５
６
５　
�

山
本
全
国
町
村
会
長
が
新
型
交
付
税
に
対

す
る
懸
念
を
表
明
＝
地
方
財
政
に
関
す
る

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合

 

２
５
６
６　
�

教
育
委
員
会
制
度
の
選
択
制
の
導
入
で
要

望
＝
全
国
町
村
会
・
全
国
市
長
会

 

２
５
６
７　
�

地
方
の
意
見
反
映
を
評
価
＝
地
方
六
団
体

共
同
声
明 

２
５
６
７　
�

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
、
施
策
で
要

１９

望
＝
全
国
町
村
会 

２
５
６
８　
�

役
員
が
実
行
運
動
を
展
開

 

２
５
６
８　
�

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に

１９

関
す
る
要
望 

２
５
６
８　
�

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
に
関
す
る
緊
急
要
請
＝
全
国
町
村
会

 

２
５
６
８　
�

　
〈
政　

策
〉

助
役
・
収
入
役
等
を
廃
止
し
副
市
町
村
長

に
一
元
化
＝
地
方
自
治
法
改
正
案
を
閣
議

決
定　
 

２
５
５
５　
�

決
算
規
模
が
歳
出
削
減
の
加
速
・
強
化
で

５
年
連
続
減
少
＝
平
成　

年
版
地
方
財
政

１８

白
書　
 

２
５
５
６　
�

子
育
て
先
進
例
、
学
校
耐
震
化
な
ど
を
紹

介
＝
２
０
０
５
年
度
文
部
科
学
白
書

 

２
５
５
７　
�

交
付
手
続
き
の
弾
力
化
や
手
数
料
の
無
料

化
な
ど
提
言
＝
住
基
カ
ー
ド
普
及
へ
総
務

省
検
討
会
が
報
告
書 

２
５
５
７　
�

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
へ
審
議
会
等
が
一

斉
に
提
言 

２
５
５
８　
�

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」科
学
的
に
公
認
さ

れ
る 

２
５
５
８　
�

総
務
省
地
方
公
務
員
給
与
研
究
会
が
最
終

報
告 

２
５
５
８　
�

国
民
全
体
で
支
え
る
森
林
づ
く
り
の
必
要

性
を
強
調
＝
平
成　

年
度
森
林
・
林
業
白

１７

書 

２
５
５
９　
�

日
本
の
安
全
性
、
国
民
の
７
割
が
危
険
と

認
識
＝
平
成　

年
度
国
土
交
通
白
書

１７

 

２
５
６
１　
�

森
林
セ
ラ
ピ
ー
最
新
情
報
〜
誕
生
し
た

〈
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
〉の
未
来
〜
＝
環
境

省
環
境
影
響
評
価
課
長
・
平
野
秀
樹

 

２
５
６
２　
�

新
型
交
付
税
を
来
年
度
か
ら
導
入
＝　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
が「
最
終
報
告
」（
案
）

 

２
５
６
３　
�

「
人
口
減
少
自
治
体
の
活
性
化
に
関
す
る

研
究
会
」
報
告
書
＝
総
務
省
過
疎
対
策
室

課
長
補
佐　

志
田
文
毅

 

２
５
６
４　
�

「
社
会
保
障
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」

が
報
告
書
ま
と
め
る 

２
５
６
４　
�

食
育
の
推
進
に
向
け
て
＝
内
閣
府
食
育
推

進
室　

参
事
官
補
佐　

金
子
昇
一

 

２
５
６
５　
�

農
政
改
革
の
一
層
の
推
進
を
協
調
＝
２
０

０
５
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
の
概

要 

２
５
６
６　
�

交
付
税
、
現
行
法
定
率
堅
持
を
明
記
＝
政

府
・
与
党　

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
取
り

組
み
方
針 

２
５
６
７　
�

防
災
拠
点
の
耐
震
化
、　

％
＝
総
務
省
消

５６

防
庁 

２
５
６
７　
�

「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」
を
閣
議
決
定

 

２
５
６
９　
�

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
推
進
に
つ
い

て 

２
５
６
９　
�

　
〈
随　

想
〉

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
ま
ち
づ
く
り

　

栃
木
県
町
村
会
長
・
壬
生
町
長

 

清
水
英
世　

２
５
５
５　
�

世
界
遺
産
白
川
郷
近
況

　

岐
阜
県
町
村
会
長
・
白
川
村
長

 

谷
口　

尚　

２
５
５
６　
�

わ
が
人
生
に
悔
い
な
し

　

島
根
県
津
和
野
町
長

 

中
島　

巖　

２
５
５
７　
�

町
政
の
原
点

　

愛
媛
県
町
村
会
長
・
松
前
町
長

 

白
石
勝
也　

２
５
５
８　
�

美
し
い
街
づ
く
り

　

岩
手
県
町
村
会
長
・
一
戸
町
長

 

稲
葉　

暉　

２
５
５
９　
�

先
人
の
姿
に
学
ぶ

　

鳥
取
県
湯
梨
浜
町
長

 

山
本
庸
生　

２
５
６
０　
�

職
員
い
ろ
い
ろ
ば
な
し

　

長
崎
県
時
津
町
長

 

平
瀬　

研　

２
５
６
１　
�

家
郷
愛
唱

　

三
重
県
明
和
町
長

 

木
戸
口
眞
澄　

２
５
６
２　
�

心
を
い
や
し
て
く
れ
る
噂
の
コ
ー
ヒ
ー

　

福
島
県
町
村
会
長
・
飯
舘
村
長

 

菅
野
典
雄　

２
５
６
３　
�

平
家
ロ
マ
ン
の
里
椎
葉

　

宮
崎
県
椎
葉
村
長

 

椎
葉
晃
充　

２
５
６
４　
�

地
球
温
暖
化
を
憂
う
小
さ
な
自
治
体
の
挑
戦

　

宮
城
県
加
美
町
長

 

星　

明
朗　

２
５
６
５　
�

地
域
再
生
と
心
の
豊
か
さ

　

岡
山
県
吉
備
中
央
町
長

 

重
森
計
己　

２
５
６
６　
�

こ
だ
わ
り

　

高
知
県
町
村
会
長
・
津
野
町
長

 

明
神
健
夫　

２
５
６
７　
�

人
生
は
出
会
い

　

神
奈
川
県
町
村
会
長
・
湯
河
原
町
長

 

米
岡
幸
男　

２
５
６
９　
�

　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

朝
ご
は
ん
条
例
で
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　

青
森
県
鶴
田
町　
　
　

２
５
５
５　
�

感
動
を
生
む
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て

 

岡
山
県
吉
備
中
央
町　

２
５
５
６　
�

都
市
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
推
進

　

群
馬
県
川
場
村　
　
　

２
５
５
７　
�

景
観
に
と
け
込
ん
だ
暮
ら
し
づ
く
り

　

山
形
県
金
山
町　
　
　

２
５
５
８　
�

地
元
と
都
会
の
交
流
で
見
つ
け
た
宝
み
が

き
の
む
ら
お
こ
し

　

宮
崎
県
高
千
穂
町　
　

２
５
５
９　
�

「
〜
岡
山
弁
は
え
え
も
ん
じ
ゃ
〜�
岡
山
弁

宣
言�
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

岡
山
県
建
部
町　
　
　

２
５
６
１　
�

あ
ら
ゆ
る
脅
威
に
備
え
た
情
報
危
機
管
理

体
制
を
整
備

　

埼
玉
県
皆
野
町　
　
　

２
５
６
２　
�

福
祉
健
康
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

長
野
県
原
村　
　
　
　

２
５
６
３　
�

高
度
情
報
化
利
用
状
況
と
今
後
の
方
向
に

つ
い
て

　

北
海
道
長
沼
町　
　
　

２
５
６
５　
�

花
咲
く
海
の
ま
ち
づ
く
り

　

山
口
県
上
関
町　
　
　

２
５
６
６　
�

小
布
施
の
ま
ち
づ
く
り
と
自
立
（
自
律
）

へ
の
取
り
組
み

　

長
野
県
小
布
施
町　
　

２
５
６
７　
�

町
村
週
報
主
要
索
引
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随 想
　

中
高
生
が
、
友
人
、
親
、
兄
弟
姉
妹

ま
で
を
殺
害
す
る
。
若
い
母
親
が
幼
な

子
を
絞
殺
す
る
な
ど
、
耳
を
疑
い
た
く

な
る
よ
う
な
事
件
が
余
り
に
も
多
い
。

中
学
生
、
高
校
生
や
二
十
代
の
若
者

が
、
自
己
中
心
的
な
考
え
方
で
起
こ
し

た
殺
傷
事
件
は
、
他
人
事
と
は
思
え
ぬ

心
境
だ
。「
何
の
抵
抗
も
で
き
な
い
幼

な
子
を
、
ど
う
し
て
、
な
ぜ
、
こ
ん
な

に
も
ひ
ど
い
こ
と
を
」
と
、
思
い
悩
む

日
々
だ
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
中
高
生
が
、

ズ
ボ
ン
や
体
育
着
を
腰
か
ら
下
げ
て
は

い
て
い
る
姿
が
本
当
に
見
苦
し
い
。
こ

の
よ
う
な
服
の
着
方
を
腰
パ
ン
と
い
う

ら
し
い
が
、
万
が
一
、
悪
漢
に
追
わ
れ

で
も
し
た
と
き
、
逃
げ
ら
れ
る
の
か
。

こ
の
よ
う
に
だ
ら
し
の
な
い
姿
が
何
で

流
行
る
の
か
。
今
の
若
者
の
心
境
が
分

か
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
我
々
が
高
校
生
時
代
（
昭

和
三
十
五
、
六
年
）
に
も
流
行
は
あ
っ

た
。
そ
の
頃
流
行
し
て
い
た
の
は
、
細

い
ズ
ボ
ン
の
マ
ン
ボ
ズ
ボ
ン
で
、
そ
の

後
、
幅
広
ズ
ボ
ン
に
変
わ
っ
た
り
し

た
。し
か
し
、自
分
勝
手
な
話
か
も
し
れ

な
い
が
、
腰
パ
ン
ほ
ど
見
苦
し
い
と
は

思
わ
な
い
。
人
間
を
服
装
で
判
断
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
腰
パ
ン
の
よ
う
な

だ
ら
け
た
服
装
で
、
授
業
に
集
中
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
人
は
だ
ら
し
な
い
姿
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
心
ま
で
だ
ら
け
て
き

て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

町
の
教
育
施
策
と
し
て
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
、
町
費
で
教
員
の
有
資
格
者

を
採
用
し
て
教
科
支
援
員
制
度
を
立
ち

上
げ
た
。
当
初
は
、
七
名
で
あ
っ
た

が
、
本
年
度
は
十
五
名
に
増
員
し
た
。

町
内
に
小
学
校
四
校
と
、
中
学
校
二
校

が
あ
る
の
で
、
各
校
に
二
〜
三
名
の
支

援
員
を
配
置
し
て
、
主
要
科
目
の
算

数
、
国
語
、
英
語
な
ど
は
、
一
学
級
に

つ
い
て
二
名
の
先
生
が
指
導
し
て
い

る
。

　

一
方
、
少
人
数
（
二
十
五
人
程
度
の
）

学
級
が
良
い
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
私

は
三
十
五
人
程
度
の
生
徒
数
が
よ
い
と

思
う
。
男
女
別
の
行
動
に
し
て
も
、
選

択
科
目
に
し
て
も
、
少
な
い
と
困
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
競
争
心
に
し
て

も
、
適
当
に
生
徒
数
が
多
い
方
が
良
い

と
思
う
。

　

県
下
で
統
一
し
た
学
力
テ
ス
ト
も
実

施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
学
校
の

授
業
に
つ
い
て
行
け
ず
、
勉
強
ぎ
ら
い

に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
は
い
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
肥
満
の
子
へ
の

対
応
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同

時
に
運
動
不
足
な
ど
で
体
力
に
不
安
の

あ
る
子
は
ど
う
な
の
か
等
々
、
気
に
な

る
こ
と
の
多
い
今
の
小
中
学
生
だ
。

　

埼
玉
県
内
の
小
学
校
の
学
級
崩
壊
が

激
増
し
て
い
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ

た
。
早
速
、
教
育
長
に
当
町
の
学
級
崩

壊
の
現
状
を
聞
く
と
、
特
に
問
題
な
い

と
の
こ
と
で
安
心
し
た
。

　

当
町
で
は
、
教
科
支
援
員
の
他
に
、

学
校
図
書
整
理
員
六
名
と
、
生
徒
指
導

員
七
名
を
、
町
費
で
採
用
し
て
い
る
。

町
の
子
は
我
が
子
と
思
い
な
が
ら
の
施

策
で
あ
る
。

　

町
の
費
用
で
賄
っ
て
い
る
先
生
方
の

賃
金
は
、
生
徒
一
人
当
り
に
す
る
と
、

約
一
万
円
で
あ
る
。
因
み
に
、
学
校
給

食
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
り
約
四
万
九

千
円
も
の
費
用
を
か
け
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

私
は
、「
学
校
は
勉
強
す
る
と
こ
ろ

だ
」
と
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
特
別
に
町
の
負
担
で
勉
強
や
生
徒

指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
胸
を
張
っ

て
も
、
給
食
に
係
る
費
用
の
五
分
の
一

で
は
な
い
か
。
必
要
な
ら
も
っ
と
増
や

し
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
を
学
校
で
お
預
か
り
し

て
い
る
こ
と
を
、
町
が
も
っ
と
責
任
を

感
じ
て
も
い
い
。
社
会
が
悪
い
と
か
、

家
庭
が
悪
い
等
と
い
わ
れ
る
が
、
子
ど

も
を
お
預
か
り
し
て
い
る
学
校
は
、
責

任
逃
れ
を
す
る
こ
と
な
く
、
学
校
教
育

と
い
う
重
要
な
責
任
を
果
た
す
べ
き
な

の
だ
。

　

生
徒
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
特
別
な

事
情
が
な
い
限
り
、
今
の
教
育
構
造
で

は
、
留
年
し
た
り
、
学
年
を
戻
す
こ
と

も
な
い
。
学
力
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、

機
械
化
さ
れ
た
ト
コ
ロ
天
の
よ
う
に
押

し
出
さ
れ
、
先
生
の
前
か
ら
去
っ
て
い

く
。
偏
見
か
も
し
れ
な
い
が
、
子
ど
も

は
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
大
上

段
に
構
え
て
言
う
な
ら
、
義
務
教
育
で

一
人
の
生
徒
の
人
生
が
、
大
な
り
小
な

り
方
向
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
腰
パ
ン
姿
で
フ
ラ
つ
い

て
い
る
中
学
生
は
、
ど
こ
で
、
誰
が
軌

道
修
正
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

と
本
当
に
心
配
だ
。

　

我
が
町
の
子
が
親
に
な
る
ま
で
の
健

や
か
な
「
育
て
」
は
、
町
も
親
と
一
緒

に
子
育
て
の
苦
楽
を
共
に
さ
せ
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
る
。

随

想
我
が
町
の
子
を
思
う

埼
玉
県
毛
呂
山
町
長

小　

沢　

信　

義
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第43回全国広報広聴研究大会のご案内

地域との対話を深める広聴広報～晴れの国おかやまで考えよう

９月28日（木）～29日（金） 岡山県倉敷市で開催
　急速に進む地方分権型社会に対応するためには、行政の自立力を高めることが重要です。
　さらには、住民自身が主体性をもって行政に参加することも大切な要素となります。
　そのためには、行政と住民が、共に地域づくりを考え、共に発展していくパートナーシップ型行政が必要です。
　本大会を岡山県で開催するに当たり、「地域との対話を深める広聴広報」をメインテーマに掲げ、パートナーシッ
プ型行政の構築に欠かせない広聴の在り方について研究討議することにしました。行政と住民の良好な関係（パー
トナーシップ）を築く上で、広聴活動を円滑に進めていくことは避けて通れません。
　住民の複雑多様化したニーズを広聴広報活動を通じて的確にくみ取り、住民との協働をいかに図っていくか、
そのために求められる効果的・効率的な広聴手法は何か、参加者の皆さんと考えたいと思います。

開催要領

申込要領

■開 催 日 平成18年9月28日（木）・29日（金）
■主　　催 社団法人日本広報協会、岡山県、倉敷市
■後　　援 内閣府、総務省
■協　　賛 全国知事会、全国市長会、全国町村会、日本放送協会、日本民間放送連盟、日本新聞協会、
 岡山県市長会、岡山県町村会
■会　　場 倉敷チボリ公園アンデルセンホール
 〒710-0813岡山県倉敷市寿町12-1
 JR山陽本線倉敷駅北口より徒歩1分
 　　　※総会、意見交換会も同会場
■日　　程 ９月28日（木）
 11:00～日本広報協会定期総会　
 13:00～開会式・表彰式
 14:20～記念講演：「地方と文化と魅力あるまちづくり」
 　　　　　　　　大原　謙一郎氏（財団法人　大原美術館理事長）
 15:30～基調講演：「広聴はパートナーシップ型行政の必須条件」
 　　　　　　　　土橋　幸男氏（PRコンサルタント）
 18:30～意見交換会
 ９月29日（金）
 10:00～事例発表　
 　　　　　　　　「横須賀市コールセンターの概要とそれを支える仕組みについて」
 　　　　　　　　「横浜市市民の声事業について」
 12:05～ 閉会式

■申込方法 会員の方は事務局から別送する「案内書・申込書」に必要事項を記入の上、事務局分室あてに郵 
 送またはファクシミリでお申し込みください。間違いを避けるため電話でのお申込は受け付けて 
 おりません。
 ＊会員でない方は、日本広報協会・事業部までお問い合わせください。
■参 加 費 会員：７，０００円（税込）　会員外：１１，０００円（税込）
 意見交換会：５，０００円（税込）
■申 込 先 第４３回全国広報広聴研究大会運営委員会事務局分室
 〒700-0023 岡山市駅前2-1-7 JR西日本岡山支社1F
 　　　（株）日本旅行中国イベント＆コンベンショングループ（担当：木山直子）
 TEL：086-225-9281 FAX：086-225-9305 E-mail：jr-okayama@hkg.odn.ne.jp
■申込締切 平成18年９月１日（金）　※宿泊予約のない方は平成18年９月13日（水）

問合先　社団法人日本広報協会・事業部 〒107-0061 東京都港区北青山2-7-9 TEL：03-5474-6047 FAX：03-5474-6045
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